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七î

、

ニ
ニ
！六I

七
®

‘
0 

.
敎
檢
の
，言
は
れ
る
如
く
、
ィ
•キ
リ
ス
i

學

獨

は

，確

か

に

交

換

慣

値

を

主

’ 

た
る
對
欽
と
し
て
來
た
。
然
し
同
時
に
使
爪
値
値
に
つ
い
て
も
可
成
諭
じ
ら
れ
、
そ
の
他
種
々
，の
償
値
槪
念
に
：つ
い
て
の
論
領
も
相
當
深
刻
で

' 

あ
つ
た
。
交
換
偵
値
の
み
を
輕
资
明
の
研
究
對
象
と
す
る
こ
と
の
可
！
^

：

r

は
別
と
し
で
、
過
去
に
於
て
擅
値

i
l

は
交
換
擅
値
の.
み
'を
問
題
に
し
な'

.

か
つ
た
と
云
ふ
こ
と
は
、
同
樣
に
正
し
い
。
而
も
今
日
偶
値
諭
は
統

1
-

せ
ら
れ
て
ゐ
る
譯
で
な
く
、
將
來
も
紘
1
:
$
.、-
^
^
^
<
^
:
が
：は
，甚
だ
疑
間
で 

あ
る
。
勿
躺
哲
學
上
の
，償
値
と
交
渉
せ
し
め
る
な

•ら
ば
、
經
濟
衝
値
諭
の
統

1

は一

層
困
難
と
な
る
こ
ど
：は
明
ら
か
’
で
あ
を
。
，
然
し
そ

れ

だ

か 

，

一
：ら

と

ま

つ

て

n

經

囊

値

が

文

化

科

學

：の

償

値

1

般

：と

關

觸
b

か

い

か

む

べ

#

で
な
い
と
か
云

^

.

科
學
0

わ
部
で
：あ
る
膨
、力

.
、
を
の
：償
値
ふ
文
化
科
學
の

®

修

f

般

：

の
：：：一

部

と

見

な
.
：け
れ
ば

な
：；

る
ま
い
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.
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濟
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關
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究

は

進

だ

レ

ぐ

闲

離

と

な

ヵ

ハ

：
；：償

§

說
の
，論

爭

は

こ

：

'

0

間
題
0

解
爽
に
導
か
す
し
セ
、

，
， 

一
寧
ろ
翁
々
：紐
料
窗
ら
し
、
經
濟
學
そ
の
も
の
を
複
雜
な
ら
し
め
た
。
と
X

に
於y

;、

償
値
論
な
る
も
の
.

は

"

輕

请

學

に

果

し

て

缺

く 

.
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
か
、
慣
値
諭
無
く
し
て
、
經
濟
現
象
を
說
明
す
る
こ
.

と
は
不
可
能
で
あ
ら
ぅ
か
み
云
‘

ふ
疑
問
が
生
じ
、
遂
に 

慎
値
論
無
用
を
主
張
し
、
價
値
諭
に
ょ
ら
す
し
て
紘
濟
现
象
を
說
明
せ
ん
.

と
す
る
者
が
現
ぱ
れ
た
。，.此
等
の
說
が
斯
謂
値
學
說
無
用

ペレ：V:

バザり：
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^
^
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價
論
無
用
を
主
張
ず

.

る
著
名
な
る
學
者
に
、
ゴ
’

ッ
ト
ル
"

リ
ー
フ
マ
ン
.

、

ッ
セ
ル
、
ダ
ィ
チ
ユ
ル
等
が
わ
る
。
然
し
此
等
の
學 

者

は

各

：タ

價

値

論

無

用

を

ま

張

す

：
！

^

嚴

據

ど

裁

に

：す

る
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别
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ぐ

値
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懷
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に
把
握
し
得
る一 .

事
賞
、
即
ち
經
濟
行
爲
の
客
體
に
結
び
付5

て
ゐ
る
特
殊
の
數
の
存
在
を
認
め
-

こ
の
特
殊
の
數
又
は
大5

さ
を
經 

倚
的
デ
ィ
メ
シ
ジ®

ン
と
呼
び
、
こ
の
經
濟
的
デ
イ
メ
ン
ジ®

ン
を
以
て
價
値
及
び
慣
胳
を
説
明
す
る(

註
n

:

>

o

.

:

K
.
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o
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o
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氣
賀
倏
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敎
授
、
，前
掲
論
文
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福
兆
孝
治
敎
授
箸
'「
生
と
し
て
の

.

p

i

o

: 

■ 

,

リ
ー
フ
マ
ン
は
價
侦
概
念
を
以
，て
經
濟
现
象
を
說
明
す
る
こ
と
，は
出
來
ぬ
と

1|<

ひ
、
無
數
に
多
く
の
害
悪
を
流
し
た
債
値
概
念
.を
經 

濟P

諭
か
ら
全
ダ
#
■

ホ

よ

力

ホ

：

透
；，

彼
はS

經
濟f
i
:
Q
^

任
熟
，■

ニ
：如i:

に
し
.

.

經
濟
の
：冲
で
f

的
需
寒
が
實
現
タ
れ
る. 

か
、
或
は
如
何
に
し.て
全
交
換
經
濟
過
程
は
組
織
さ
れ
る
か
を
說
明
す
る
こ
と
に
れ
る
な
ら
ば
、
償
値
理
論
は
無
用
で
あ
っ
て
、
慣
榻 

•槽
成
理
論
が
經
濟
理
論
の
で
む
問®
と
な
る
と
云
ふ
。
而
し
て"
あ
ら
ゆ
る
經
濟
行
爲
を
決
定
す
る
も
の
は
財
の
偵
値
で
は
な
く
"
牧 

益
で
あ
る
と
な
し
、
交
擺
經
濟
现
象
、
即
ち
慨
格
構
成
を
ば
-
快
樂
を
意
味
す
る
效
用
と
、
苦
痛
を
意
味
す
る
費
用
と
の
差
で
あ
る
牧 

絲
を
以
，'て
の
み
'說

明

す

る

の

で

ル

る

®
?
^

〕

。
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次
に
询
衡
論
者
の
價
俯
學
說
無
用
論
で
あ
る
が
"

.

前
述
し
た
や
ぅ
’
に

"

シ
ュ
，
ン

ぺ

ー

タ

ー

に

よ

っ

て

や

-
^
明

瞭

に

主

張

せ

ら

れ

て

や 

る
。
波
は
マ
ル
ク
ス
が
財
货
を
相
互
に
比
.
較
し
得
る
や
ぅ
な
共
通
物
は
何
で
あ
る
か
を
問
題
と
す
る
方
法
に
反
對
し
て
、「

我
：々

は

れ 

極
深
入
り
し
な
い
。
何
等
か
の#

1

質
の
形
而
上
學
的
相
等
性
を
我
.々
は
求
め
な
s

o

ま
，
た
，か

く

も

異

な

れ

る

諧

財

貨

を

比

較

す

：る
.と

と 

が
如
何
‘
に
し
.
て
可
能
な
り
や
を
問
は
.
な5

o

’

我
々
は
た
'2̂

か
、
る
交
換
關
係
が
布
立
レ
て
ゐ
る
と
云
ふ
事
實
に
滿
足
す
：

<
?

の
で
あ
る」

と1
K

ひ
へ註

？？

レ
"：

或

は

服

探

效

用

說

に

反

對

し

て

、「

心
理
的
導
出
は
單
な
る

‘夕
ゥ
ト
ロギ

-
-

で
あ
る
。i |

：

人

か

或

物

に

對

し

て
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像
I

の
三
り
に
八
i

す
る
こ
と
が
出
ま
。
均
衡
諭
者
は
必
し
も
總
て
f

f

傻
値
|

用
を
J

.

の
.
で
は
な
レ
が
、
そ

ミ

他 

分
は
價
.

1

論
を
i

g

す
る
條
り
、
傅
値
諭
を
甚
だ
し
く
i

す
る
。t

s

ル
ラ
ス
、.
パ
.
.レ
ト
，

シ
ユ
ン
ぺ
，
夕
1

、

ツ
.セ
ル
等
之 

に
風
す
る
f

で
t

o

ヮ
，さ

ス

、
パ
レ
ト
は
ま
だ
そ
れ
程
明
確
に
I

論
無
用
を
主
張
し
な
レ
が
、
シ
ユ
ン
ぺ
，
夕

る

M

 

，可
成
は
つ
き
り
,

^

之
I

.

へ
、
カ
ッ
セ
ル
に
i

て
最
も
系
統
的
S

調
し
、
力
.
m

チ
ィ
チK

ル
に
ょ
つ
H

I

支 

持
さ
れ
る
0

,

此
等
の
I

に
ウ
レ
て
は
、
旣
I

々
論
じ
ら
れ(

§

、

こ
、
に
綠
返
す
必
耍
も
な5

の
で
あ
る
が
、
力
ッ
セ
レ
の
說 

を

述

べ

る

に

は

、

一 .

應

簡

單

に

觸

れ

て

置

か

ね

ば

.
な
ら
ぬ
。 

ノ

一
こ

i

)

、
本
誌
に
於
て
も
次
の
如

l

i

が
あ
る
。
小
i

i

っ|

諭
の
？
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卷
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永
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I

授‘
r

て
I

 

I

I

こ

フ

パ

、ト
リ

.

ダ
ヒ
i

ン
•

ゴ
ッ
ト
ル
•

オ
タ
ト
义
リH

ン
フH

ル
ト
は
債
値
學
說
無
用
論
者
と
し
て
S

ら

知

ら

れ

て

ゐ

る

。
.
皮 

レ

^

t

.

:
古
S

柳
學
の
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
l

i

i

は
、
进
し
く
I

に
i

t

れ
、
支
I

ら
れ
で
：，
I

そ 

ヴ
J

を
f

t

せ
す
思
經
濟
生
？

財
0

生
活
で
あ
る
か
の
如
く
に
者
へ
、
實
生
.
活
と
の
接
觸
を
條
り
.

に
も
失
つ
て
.

ゐ
る
0

:

没
に
：彼
. 

ド

の

i

i

f

ら
解
？
せ
ら
れ
て
、
間
题
そ
の
も
の
を
I

し
、
K

財
を
中
心
と
す
る
考
察
を
拾
て
、
共
同
i

り
：S

.‘■
i
i
l

■

レ

赤

力

ロ
i

f

概
念
の
S

を
事
と
し
、
便
‘

値
な
|

|

つ
い
て
I

I

ね
て
来
た
こ
.
と
を
I

し
、
惯

は
な
ら
ぬ
>

i

す
る
。
而
し
て
彼
は
、
今
日
の
經
濟
|

に
於
て
普
I

値
と
ゆ
ば
れ
て
ゐ
る
も
？
I

に
、
或
明
確
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他
人
ょ
り
も
f

の
I

を

支

抑

ふ

理
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マ

彼

が

そ

れ

を

ょ

.り

高

ぐ
評
價
I

か
ら
？

る

と
5

の
は
、
い
さ
、
か

も

事1

^

明
す
t

?

な
い
。，I

〕
「

I

I

I

礎
づ
.

け
ん
と
す
る
賦
み
は
，
經
I

者
と
し
て
S

々
を
I

の
S

、
即
ち
I

f

i

學
の
S

に
入
.
り
こ
ま
？

.

と
|

§

-

.

.

,

次
の
如
く
結
論
す
る
。「

近
代
I

の
本
質
は
I

偶
格
の
一
定
の
廣
識 

を
そ
れ
以
上
分
析
せ
す
し
て
：、
究
極
的
事
實
と
し
て
受
け
と
き
と
に
存
す
る」

とs
;
5
:
>
o
‘

と
の
や
ぅ
に
彼
は
慣
ぉ
の
み
を
間
題
と

を
雜
.
用
と
し
て
ゐ
る
め
.
で
あ
，る
。
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i
e

 

ニ 

で

詳

論

し

、
、
そ

の

後

=

F

i

l

l

 

T
h
o
u
g
h
t
s

 

,
o
f

 

E
l
i
e
s

プ(
1
0

 

2
5
〕

及

で

<
o
n

 

Q

i

l

e

 

T
h
i
n
I

 

i
n

 

E
c
o
n
o
m
i
c
s
-

 

(
1
9
3
5
)

に
於
て
反
^

主
張
し
て
ゐ
る
。
ヵ
ッ
セ
ル
の
；生
張
は
、
ク
レ 

，ラ
ス
、
パ
V

ト
、
シ.
ユ
ン
ぺ
，/

f

の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
が
、
此
等
の
|

論
者
に
比
し
て
、
f

極
端
、
S

で
あ
り
、
 

f

ご
の
板
f

貨
糧
値
論
に
置
い
て
ゐ
る
點
に
特
截
が
あ
る
。
ヵ
ッ
セ
ル
の
•

慣
鎮
說
邀
論
に
つ
い
て
は
次
章
に
鎌
す
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こ
と
、 

し
>
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-
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で
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に
ヵ
ッ
.セ
ル
の
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張
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さ
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つ
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.
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す
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は
、
そ
れ
に
よ 

つ
て
償
値
問
題
を
徘
除
せ
：ん
：が
像
ホ
'
あ
つ
を
ど
#

ひパ
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H

無
用
に
.
つ
‘

い
て
は
徹
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徹
尾
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セ
，ル
の
立
場
に
賛
成
す
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註
H
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等
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學
派
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に
マ
ガ
ク： 1
C
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分
配
論
は
V 

'た
と
べ
價
値
論
を
缺
い
て
も
充
分
說
明
さ
れ
る
こ
‘ 

と
を
論
旅
し
、
次
.
の
.
如
く
云
ふ
。「

價
値
論
が『

經
鹤
法
典
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o
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中
へ
取
入
れ
ら
れ
なS：

ホ

輕

率

な

推

論

.
に 

據
る
も
.

€

で
あ
る
。
.
若
し
ス
ミ
ス
が
、
そ
め
所
得
：形
成
論
の
初
め
：に
當
つ
て
，、
勞
.
働
が
凰
の
富
の
：源
東
で
あ
る
と
と
を
繰
返
し
、
よ
り 

詳
し
く
論
じ
.
さ
.

へ
し
た
ら
、；，：：

一
を
叉
、
こ
れ
と
密
接一

ゆ
糊
聯
せ
る
問
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E
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即
ち
凡
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.

み
，財
の
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實
質
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貴

用

た
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勞

働

で
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^
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と
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ら
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'
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冻
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を

し

化
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勞
働
を
要
す
ろ
財
の『

實
質
慎
値』 

は
相
等
し
く
、.
從
つ
て
.

貝
手
と
賣
手
が
そ
の
經
濟
的
利
害
を
理
解
し
認
め
る
場
合
に
、
そ
の
財
は
.相

1
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に

交

臀

さ

れ

る

；
こ
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と
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る
だ
け
で
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に
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達
し
，
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地
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も
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は
鍵
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値
か
ら
離
れ
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も
の
で
あ
る
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に
到
達
し
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‘

で
あ
ら
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。
そ
し
て
マ
ル
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に
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つ
て
も
、
，ホ
恐
ら
く
價
値
に
ウ
レ
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な
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ら
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完
成
へ
と
導
か
れ
る
と
云
ふ
こ
と
を

*

余
は

.

力
ッ
セ
ル
と
同
綴
、
斷
乎
と
し
て
：

J
S

否
す
る
：

」

と
：S

ふ(

註 

而

し

ま

て

ネ

ダ
：：： H
:

ネ

め

，
結

語

：
越

こ
：：

ホ

で

あ

る

お
：；「

今

後

は

も

<
-
;
f

學
間
的
怠
惰』

；の
：果
賞
、即
^

持
た
ぬ
.
理
論
で
以
，て
、
讀
者
や
聽
衆
を
頼
は
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
慣
値
論
の
如
き
は
、
暢
氣
に
冗
長
に
述
べ
立
て
ら
れ
ば
立
て
る 

だ
け
、
夫
だ
け
確
實
に
、
：輕
濟
上
.
の
認
識
を
求
め
て
押
せ
る
人
々

.

を
ぱ
、
惹
付
け
る
よ
り
も
、、.寧
ろ
怖
が
ら
し
て
終
ぅ
效
果
を
荷
す

じ
f

.

セ
ん
：偵
個
學
敦
無
用
論
概
說
：.：
：

： 

V 

.

,

:

"

セ
，五-:
.
,
V

.

S丸
.

5

.

.

レ
.^..,..:......,

.

r

‘

rトl,L,:-.:i:
 
:-

ニ.

パ’
.

つ
.
.
、
.
.
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邦
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カ
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:
:
.
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^
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.
p
. 

"
.
.
o
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邦
譯
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頁
。
 

.

ま

諭
上
の
艰
し
な
i

と
、
償
I

t

霞

さ

は

、
た
と
へ
そ
の
解
炎
に
對
す
I

力
を
盛
ん
な
ら
レ
め
た
と 

て
,J

I

ひ

の

S

I

f

f

颇
成
し
た
。
此
等
の
主
張
中
で
最
も
響
な
る
力
-

セ
S

理
f

と
、

-

-

-

-

-
 

-
: 

、. 

•.

"

て

ホ

レ

.
：
ぐ 

一
，

こ、

"
.

.
:ヵ
ッ
，セ
ル
が
便
値
論
を
無
用
と
す
る
板
據
は
、
概
略
き
五
つ
に
歸
す
る
，と
と
が
祟
る
.
0
 

.

(
一
〕 .

ダ

値

論

を

.理

論

經

辦

學

の

領

域

か

ら

除

去

す

るこ
とが
.
經濟學
の經濟
化でぁ
る。

 

i
i

l
E

S
r

の

はI

せ

す

、S

は

物

と

物

と

の
g

に

於

て

の

み

成

立

す

る

i

つ

てI

商
g

l

l

の
商

i

o

ま

經
■

學

の

.對

象

は

赛

形

態

に

於

け

る

交

換

經

濟

.
現

象

でt

o

 

(

四)

價

倘

諭

は

便

格

德

成

颜

論

に

と

つ

,

て
，衣
不
於
1

,

あ

る。
'

:

s

悄

値

は

偕

格

に

ょ

つ

て

、

‘

辕

つ，：：

て

歡

：

に
，： .̂

つ

ま

誉

れ

る

，
，

：

一f

 

; 

'

ヵ
タi

 

l

s

l

i

l

l

• 

■ 

■ 

■ 

• 

■ 

-
- 

• 

i

M

§

0

^

§

^

i

s

^

る
"
：，：

こ

わ

：
こ
-

-
y

を

彼

は

そ
：：

の
.，大

著

お

理

論

的

厥

會

器

學
J
.

初
版
序
文
の
#

頼
.

に
力
强
く
述
ぺ

.

て
ゐる

"
"： ®

あ

「

近
代
科
學
が
不
斷
の
進
步
を
遂
げ
>

:

そ
/

の
睡
圓
が
®

え
ホ
擴
張
し
：て
；新
な
材
料
が
推
精
す
も
結
果
ほ
、
：陳
腐
に
歸
し

,

☆

部<
k̂

之
を
策
て
：>
;

表

早

を

何

等

實

際

的

意

義

め

：：な

が

議

®

^

之
を
.
抛
莱
ず
る
こ
と
が
絕
對
m

必
要
：で
あ
る
b

:

裁
タ
，に
し̂
^
^

舊
艰0

：

而
t

絕
免
一
す
签
；
々

墙

大

す

る

不

招

物

0
?
$
|

部
を
.
揮
ん
：^

狩

；

か
お
：！！ i

:

愈
ら
な
い
な
ら
ぱ-

困

難

は

直

ち

に

我

々

の

頭

：上
：を

越

え

、

，概

觀

の

自

斑

を

失

ひ

、
：
：
新

，

4

 

く
^

れ
た
料
學
.
上
•

の
勞
作
は
之
が
爲
に
苦
し
ま
ね
ぱ
な
ら
な5

>

ぜ
ら
ぅ
力
：
乏

は

經

k

學
こ％

レ
て
も
®
當

す
；る
0

:

邮
に
著
者
は
、
國1̂

:

氣

濟

學

の

，研

究

V

に

際

し

：：て
：
、
；
，
以

前

よ

り

、

停

止

す

る

所

を

知

ら

な

い

：
言

語

上

め

論

爭

と

實

益

の

な

い

煩

填

#

擧
を
有
す
る
陳
腐
な
所
謂
倩
値
學
1

體
は
"

；
；
趣

論

輕

濟

擧

か

ら

除

去

ず

：
、
ぺ

¥

;

不

：
用

物

せ

あ

る

と

：
一

;
^

ふ
確
信
を
得
る
に
至
ぅ
た」
と
0

ン
彼
の
ま9

藩
、
濃

學

お

豫
.

る

振

ネ

的

適

：想

」

に

於

て

は

、

h

か
.

r
-
T
4

態
族
"

が
W
L
:層
鮮
明
に
顯
は
れ
て
ゐ
る
Q

即

ち

先

づ

第一:

に
經

▲

學
は
そ
.
れ

消

方

ま

に

於
.

て
，雜
碑
：

あ
ら
ね
，ば
な
ら
ぬ
◊

そ
し
て
實
際
、
本
質
§

跟
,
纏
得
す
る
爲
に
費
さ
れ
る
勞
力
を
節

約

す

る

こ

と

に

，於

て

、

0

他

の#

す
の
；

S

科

擧

め

手

本

を

樹

立

す

：
ぺ

.

タ

で

，あ
'

る
と
考
へ
る
。
お
し
困
難
な
る
債
値
®

諭
が
無
く
：て
濟
み
、

新
洗
者
が
、
ま
快
，#

る
#

物
理
：腐
一0;

介

セ

：％

や
：て
；-ま

に

；
賓

耍

ま

有

す

る

黎

：

§

問

題

ポ̂
.レ
ー^^^

と

ザ4

ぱ

の

勞

働

：の

.
節

狗

没

實

，現
；
す

る

，こ

と

が

、
；
簾

學

.め

奪

一

め

囊

游

で

あ

る

し

と

(

驻
r

)

o 

.

t

e

l
 

o

-
 

w

o

o

o

o

s

^

o

w

 ̂

.

. 

' 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

■ 

• 

■

,
"
 

>

缴
二
、
力
ッ
ポ
ル「

に
よ
れ
：ぱ
、.
.
.物
の
.谓
値
は
ニ
物
問
'

の
.
.交
換
制
合
で
.
あ
ク
て
、
単
に
物
と
物
と
の
掘
係
に
檢
て
.
の

み

存

在

ず

る

◊
，
故

に

彼

：：

^

絶

：對

避

：取

ま

わ

：を

茶

定

す

.
る

力

彼

は

、
：
：
我

；
々

成

言

れ

#

る
と
：
よ
；
は

、
ま

ほ

！

云

總

.

て
は
解
決
さ
れ
る
と
！！

C

ひ

、
：
慣

：値

論

者

が

か

、

る 

場

命>
 .人
#
<

に
或
：： <?:懷

値
；を

認
：め̂
:

れ

：
£

'

他

の

：偵

値
.
^
^認

め'
>

^

:の

慣

値

は

资

；

'
當

値

；ま
り
：，

^

太
|

 ̂

^

.

.

.

. 

.

.
V
 

\ 

' 

. 

:

. 

.

カ
ツ
セ..ル‘
^

:

i
g

事

說#

用
偷
赚
說

： 

セ
七
；
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ヵ
ッ
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用
論
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七

八

I

b
 -

5

風
に
-

人
の
選
揮
の
1

を
S

的
價
値
の
比
較
に
か
、
.は
ら
し
め
ん
と
す
る
の
は
自
己
偽
啼
の
甚
だ
し
い
も
の
で
あ
も
と
主
I

 

る
。
彼
に
よ
れ
ば
I

價
値
を
共
蠻
位
に
よ
.

つ
て
.
比
？

き
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

し
た
と
へ
人
間
の
i

s

庞
U

 

を
比
較
せ
ん
と
し
て
も
‘

、
か
4

强

虔

，
を

測

定

ず

：
る

方

法

も

f

、
而
も
各
個
人
の
：感
情
間
に
も
、
.

各
I

に
於
け
：る
同
一 

T

げ

?

の
間
に
.

も
、
幾
分
，の
I

性
が
t

か
ら
で
ぁ
る
："

そ
れ
故
に
物
自
體
に
於
け
|

對
的
|

の
I

I

I

I

域 

i

に
f

ね
は
.
ま
ぬ
め
で
あ
る
S

しV

 

s

i

l

は
他
s

f

の
S

關
係
2

-

る̂
^
^

务

I

I

察
す
れ
ぱ
よ
く
、
f

そ
の
際
凡
ゆ
る
.商
品
の

I

を
、
公
S

の
役
.
目

を

跟

す

ま
I

係
せ
；し
め
I

示
す
る 

ソ
多
^

建
I

I

便
値
I

t

l

i

l

f

よ
つ
て
代
I

れ
、
我
：i

l

i

得 

l

a

d

な
.り
f

多
,

<

の
|

力
得
ら
れ
る
に
f

の
で
ぁ
る
。
彼
は
？

「

こ
の
|

、數
哩
と
云
ふ
經
|

の
文
献
を
我
々
の
書
庫 

の
湖
力
ら
何$

i
p
s
t

な
く 一

K

際
类
な
る
利
f

以
.-て
I

取
り
除
く
こ
と
が
W

來
る
I

f

。
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一

ま一：、；：

言

耍
と
す
き
襄
じ
後
に

I

f

や
ぅ
に
、

彼

.
が

慣

値

論

を

無

用

と
す
る

の
は
i

値
は
I

に
，f

s

て
I

に 

よ
つ
て
I

さ
れ
る
t

?

つ
て
、
i

f

:
は
I

I

学

る

I
 

今
日
.
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f
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S

S

I

の
S

ら
れ
る

交
i

t

中
§

あ
れ
、

：
^
^
^

ら

：
す.

I

の
者
.
の
：S

る
辦
で
あ
る
，0:
:
:然
し
：過
S

於
S

t

用
^

こ

の

け
f

 

I

ル

のI

f

 

I

と
.

I
に

ま

I

的
事
實
に
よ
り
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I
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濟
ふ
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義
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で
あ
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1
.

唆
ツ
我
：ん
が
交
換
を
行
ふ
や
否
や
、
交
換
ず
.

ぺ★

双
友
り
財
の
如
何
程
を
相
互
に
與
べ
；.る
か
を
削
斷
す
る
必
要
が
生
す
る
9

換
言 

す
れ
ぱ
：>
:双
方
の
財
の
評
慎
を
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
0
;
:
:
こ
の
際
ガ
て
の
財
を
同I

.

の
財
で
評
慎
す
る
と
と
に
な
：つ
て
；を
れ
ば
、
，こ
の評
償 

、は
卿
る
.
簡
赂
さ
れ
る
0 

.而

も

此

：
の

慣

行

は

交

換

と

®

ふ
憤
.
行.

g

大
體
時
を
'
.！
:

じ
ふ
，

3
:

て
.
發
衝
し
て
来
た
0

;

軸
々
の
財
の
評
償
に
當C

V、 

と
の
や
ろ
，に
共
通
☆

母
の
役
制
を
演
す
ネ： I

ウ

め

財

は

貨

幣

せ

：
あ

，あ

。

.

货

將

の.使
.

用
が
地N
及

す

れ

ぱ

、
一

：

几

て

の

財

は
こ

の
貨
將
と
云
ふ

計
算
尺
度
に
基
.

S
:
;

て
評
價
さ
れ
る
'
に
至
る
0

:

計
算&

尺
度
：

と
.：
T

て
.
货
幣
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
れ
ぱ
、交
換
は
寶
買
の
形
式
で
行
は
.
れ
、

, 

. 

.
• 

■ 
' 

.

. 
•
-
-
•
•
•

賣
手
は
財
を
與
.

へ

ハ

買

手

は

そ

，
の

代

償

と

：
し

.
て

1

定
.
額

の

货

盤

を

支

魏

ふ

；
。
'
交

換

經

濟

が

高

度

に

發

達

す

れ

ば

す

る

程

、
資

賈

は
愈

，，
頻

繁

に

生

じ"こ

，
の

取

引

化

包

合

さ

へ

§
:
經
濟
財
の
範
園
.は

猛

ク

擴

大

す

る

：

0
:そ
め
緒
弗
、殆
ん
ど
凡
ゆ
る
輕
濟
財
の
償
格
は
頻
繁
に
定
.め

ら
れ
；る
か
ら
、
賣
賈
當
事
者
は 
>
. '1

定

の

財

に

對

し
：：

てJ
.

定
時
；

g

如
何
稱
の
價
格
が
ま
挑
は
れ
る
か
を
凡
：そ
知
：つ
：
を
：り
、

.交
換
輕
濟

.の
發
達
に
件
ひ> 
漸
次
經
濟
財
を
貨
儒
で
韻
償
す
る

I

般

的

慣

行

：
が

發

生

す

る

0
. 

V
W
め
慣
行
は
財
わ
交
換
を
容
慕
に
し
、

，

助
成
す
る
0

財

を

貨

幣

で

：
評

慎

ザ

る

：こ

と

は

：

r
:

交

換

經

：濟

の

發

達

に

：つ

れ
て

4

層
强
く
現
は
れ
て
來
.
る
交
換
輕
濟
の
ー

1

面
で
：ぁ
つ
て
、
我A

が
交
換

經
濟
の
と
0

.

1

商
を
特
に
强
調
：し
ょ
ぅ
と
す
る
置
、；
交
換
輕
濟
を
貨
幣
經
濟
と
稱
す
る
こ

が
出
來
‘
る
：と
£
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V

所
が
い
前
述
の
；^

貴

幣

の

存

し

な

：
：

S
:

交
換
經
濟
が
貨
稱
綴
濟
に
先
行
し
た
と
主
張
す
る
者
：が
：ぁ
る
o 

:タ
；タ
：セ̂ 

か
、 

る
見
解
は
何
等
藤
史
上
わ
.

i

を

有

し

な

い

：：の
：や

ぁ

：
つ

.

て
，
：板
は
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次
；，

の
；如
く
云
ふ
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反
對
.
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：、サ
層
.
詳

細

が

研

究

：に
ょ
：
り
：

.
て
、
貨

幣

の

：
發 

達

が

縮

，；

^

す
突
換
雜
濟
め
.
發

建

し

お

進
行

； .： i.:、

-

財
の
.

交

換

：を

貨

幣

の

使

用

と

は

：何

れ

の

：段

腾

で

も

稍

五

：に
；助
：成

し

仓

ひ

、

' 

旦 

'
近
代
の
意
味
に
於
け
る
統n

:

的货稱制處ね形ハ

T

般

交

換

經

齊

の
#

.

及

と

凡

そ

；時

を

：同

じ

ぅ

し

て

ゐ

る

，こ

と

が

分

る

タ

或

稱

度

に 

:

霞
を
遂
げ
た
；に
過
ぎ
な
：

S

交
換
經
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‘
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間
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器

.
は
決
し
て
孩
在
し
な
か
つ
た
。
.
そ
れ
故
にT

貨
幣
經
濟J

 

I

語
を
交
換
經S

以
外
の
何
物
か
を
家
示
f

に
：用
ひ
る
べ
き
ず 

〜

X

す

I
f

交
換
經
濟J

!

と
同
じ
意
味
で
、
而
も
交
換
經
濟
に
於
け
る
货
常
の
意
義
を
特
に
蕭
し
て
用
ふ
べ
：き
で
：あ
る」

と(

註 

或
は
又
.
云
ふ
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「

丁

度
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公

共

盡

の

理
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念
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そ
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を
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と
以
前
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放
黎
し
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と
同
じ
く
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ま

は

物
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ま
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I

I
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行
し
た
為
ふ
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學
S

て
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紫
し
な
け
れ
ば
な
らa
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貸

黑

廣

S

則
的
交
換
に
®

れ
た
社
會
に
ま
さ
れ
.

た

書

明
§

く
、
又
そQ

社
#

に
，よa

て
故
意 

に
承
！i

せ
ら
れ
を
も
の
で
も
な
い
。
反
.
對
に
货
常
制
庶
は
財
の
交
換
の
制
度
と
同
一
步
調
で
發
展
し
て
艰
た
の
で
あ
る
：。
確
に
、
貨
常

の

便

ぜ

伴

は

ぬ

財

の

，.交

換

y

常
に
依
亦
し
ゐ
る
社
會
は
、
人
.
問
生
活
の
，歴
史
に
於
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は
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決
し
て
業
し
な
か
つ
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濟
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象
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よ
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す

し
：.
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得
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云
ふ
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然
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と
す
れ
ば
、
當
然
偵
値
論
は
無
用
；で
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^る
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然
し
な
^
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者
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主
張
し
て
ゐ
た
如
く
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値
理
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偵
i

成

理
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ま

：
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ら
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る

：

も
I

あ
る
な
らH

、

さ
I

味に
於て
 

は
、

W

债
値
論
は
無
用
も
：
云
/

な

5
:
0

 :

所
が
タッ
み：

ル
：：

は

、
：
懷

格

構

成

：
理

論

に

：

と；
つ

：.

て
4

>
:
:
:
償

値

論

を

無用と

す
る
；の
で
t

o

 

. 

構
成
理
8

:

2

:

0

:

\

-わ̂
懷
値
諭
め
ポ
必
要
繁
、
：彼
望
觀
的
償
値
學
說
>
 

特

篇

得

效

暴
 

學
說

f
c

勤
す
.
る
彼
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先

づ
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一

は

、

人

の

愁

望

；
の

，
f

を
算
術
的
に
測
定
す
ネ
方
：法
が
無
；い
.
.こ
と
ま
る

.
.
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力
，ダ̂
^
^

ル̂
に
よ
.
れ
ぱ 

主
觀
的
®

 

學
說 

る
も
の
は
、
好
の
激
濟
的
重
要
性
を
；人
間
：の
勉
望
の
强
度
で
：測
定
す
.
を

；ま

よ

う

て

、

値
諭
ね
術
的
暖
昧
さ
を
除
去
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ん
と
r
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試
みI

J
.

あ
る
が
、
，而
も
と
の
學
說
は
算
術
的
栽
礎
を
全
然
て
ゐ
る
の
で
あ
る
.
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M

し
愁
望
の
强
奪
の
比
較
に
ょ
つ
て
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個
に
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孤
に
明
確
さ
を
與

'

へ
ん
t

じ
て
も
、
人
の
燃
望
を
算
術i

に
測
定
す
る
方
法
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
云
ふ
o

r

あ
ら
ゅ 

る
部
門
に
於
け
る
想
望
充
足
の
段
階

.
の
效
用
を
、
何
等
か
或

2̂

算
尺
虔
で
表
現
さ
れ
た
挑
象
的
評
慎
を
な
す
こ
と
は
、
戲
濟
を
營 

む
人
間
に
と
つ
て
は
不
可
能
で
，か
る」

(

註
7〕

；と
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こ
の
や
ぅ
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主
觀
的
價
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軟
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は
算
術
的
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有
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あ
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第一

一
は
、
便
植
構
成
理
論
に
と
っ
て|

§

要
の
分
析
は
不
必
要
で
あ
る
と
云4

こ
；と
で
あ
る
9

カ
ブ
セ
ル
に
よ
れ
ば
.
、r

償
格
構
成
間
®

 

め
解
炎
ぐ
は
、
問
題
の
各
財
に
對
す
る
簿
耍
は
>

.

此
等
財
の
慣
格
が
確
立
す
る
と
同
時
に
決
定
さ
れ
る
と
云
ふ
：こ
と
を
推
定
す
れ
ぱ
充 

分
で
あ
っ
て
、
慣
⑩
構
成
理
諭
に
於
て
は
之
以
上
進
ん
で
需
要
を
分
析
す
る
必
要
は
な5

j

の
で
あ
る(

註
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レ
。

然

し

彼
！
！

辯

耍6

分 

祈
を
如
何
な
る
場
合
に
も
無
用
と
す
る
の
で
，は
な
ぐ
、

.
-慣

精

が

需

要

に

及

ぼ

す

影

響

を

よ

く

理

解

す

る

誇

に

は

之

を

、仏

要

で

あ

る

と

す 

る
。
即
ち
換
ひ
货
後
に
存
ず
*る
心
理
的
過
稚
は
，
こ
れ
を
知
っ
て
置
け
ぱ
價
榻
の
需
要
に
及
ぼ
す
影
響
を
M

貧
に
判
斷
す
き
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が
出
來
る
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ふ
服
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.
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S

て

、
、
勿
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理

諭

輕

濟
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心

事

'
で

#

ル
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心

理

的

過

程
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明
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に

す

る
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と
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岀

’來

る

も

の

と

せ

ぱ

れ

描

，度
に
應
じ
て
、
上
述
ね
見
地
か
ら
研
究
す
.る
の
が
最
も
得
策
で
あ
ら
ぅ」

.と(
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S
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界
效
用
學
說
が
價
格
を
說
明
し
得
な
い
筋
ニj

.

の
理
由
は
、
眼
界
效
用
は
.
必
し
も
慣
将
に
等
し
く
な
い-

V

云
ふ
こ
と
で
あ
ヵ
タ 

セ
ル
に
ふ
か
ぱ
，
：先
づ
愁
望
：お
各
種
の
用
量
；で
充
地
レ
得
る
場
合
で
も
、
.

最
後
に
：あ
風
常
ら
饭
る
用
量
が
頃
格
に
等
し
く
評
償
さ
れ
ろ 

か
ど
う
か
は
全
く
不
確
實
で
あ
る
。
飽
和
の
點
ま
で
充
足
#

れW

懇
望
に
つ
い
で
は
、
反
對
に
最
後C

i

斯
置
の
效
聪
が5̂

の
懷
格
よ
り 

評

價

さ

れ

る

：
の

：

S
；

墓

；で
あ
.

る
：
0 

.こ

.

き

と

は
r

此
等
か
^

こ
と

、
換
言
す
れ
ば
を
の
彈
カ
性
が
辱
に
等
し
い
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
'

あ
る
と
。
次
に
彼
は
、
熟
掌
充
足
の
务
撒
の
段
購
は
、
！̂
擦
效 

用
說
が
豫
想
し
て
わ
る
や
う
に
、
常
に
繼
續
的
順
ポ
を
な
し
，て
ゐ
る
も
の
で
は
な5

と
云
；5
、
次
.

の
例
を
擧
！&

て
'

ゐ
る
0 

‘，令

「

二
千
ア 

.

ル
ク
で
位
宅
を
借
り
'

て
ゐ
る
借
家
入
は
、
輕
I
驗
が
廣
々

示

す

や

う

に

、
'
家

賞
が
1

¥

,

百
；マ.
ル

ン

に

上

つ
.

て
も
、-
%

の.
住
宅
を
保
持
す
る̂
^
^
^
 ̂

,

こ
の
嚴
合
の
服
银
效
用
は
徵
粮
よ
り
も
高
W

O

を
れ
に
も
拘
ら
す
、
借
家
人
は
以
.前
よ
り
も
大
き
く
て
よ
レ
位
考
を
得
た
の
で
は
な
い
。 

何
と
な
れ
ぱ
こ
の
借
家
人
に
適3

だ
位
宅
ゆ
恐
ら
く
ニ
千一

二
百
マ
ル
ク
を
出
し
て
初
め
て
手
に
人
れ
る
こ
と
が
出
來
る
か
ら
で
あ
る
し 

-
V
O

從
つ
て
服
振
效
用
0

概
念
に
基

5̂
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公

式
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經

濟
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糖
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な
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ふ
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題
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な
く
，

T

般
に
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の

評
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て
f

ん
と
す
れ
ば
、
次
の
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超
で
幾
分
な
り
滿
足
、せ
れ
ば
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，
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な
す
0
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與
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に
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し
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望
范
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S

格
よ
り
も
低
く
評
慣
さ
れ
る
愁
望
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總
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愁
望
の
充
足
か
ら
除
外
さ
れ
る
に
反
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、
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と
も
慎
格
と
等
し
く
評
偵
さ
れ
る
殘
餘
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，熟
望
は
充
足
さ
れ
る」
と(

i

、

，
註
？T

 

n
a
s
s
e
v

 a’ -a. 

0
, S5 . 

7S

.
邦
譯 n

 

一
 
.頁
0 /

 

パ' 

ベ

,
: 

.

.

.

. 

L 

- 

: 

•

-
 

. 

.

.

.
 

-

.
.
.
, 

.

.

阪
界
效
用
學
說
に
對
す
る
最
後
の
非
難
は
，
.

限
报
效
用
が
徵
格
と
一
致
す
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例
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小
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は
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位

用
®

を

愤

恪

と

等
-

^

く

評

，
慎

す

る

何

人

：
か

2
:̂

見

附.

^

，
然

彼

ほ

ゾ
.
か
V

る

場

合

：
に

も
>
 

我
：々
は
慣
精
を
知
る
前 

-

に
如
何
程
の
財
が
消
費
さ
れ
、
從
つ
て
そ
.

の
：：

限
得
效
用
：は
.柯
處
.
に
あ
：
る

か

を

知

.

£;
>籍

な
い
の
で
あ
つ
て
、
我
々
の
需
要
は
償
，

g

と
云
ふ 

ま
毫
を
必
耍
と
し
、：

.：
一

.

俊
價
格
が
定
ま
れ
ぱ
、.
；.直
'
ち
に
買
は
ぅ
と
す
る
物
^
:
^化
傲
し
>
^
^
^
^

間
に
眼
得
を
定
め
え
が
出
来
る
，の
，で
；あ
.ると

云
ふ(

註
び)

。
.：
，プ
ぶ

。

^

.

註
び
：

C
a
s
s
e

ぐ F
u
n
d
a
n
i
e
n
t
a
l

 

T
h
o
c
g
t
l
t
s
,

 

p
p
.
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2
-
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、、

V 

v
.
.
.
:
.
v 

: 

\

,

以

ま

述

.
ベ

た

種

 
>
 

の
趣'
由

に

：運

，

レ
：：

て

、
：
力
，

'ッ
，
セ.ル
が
與
へ
る
給
^
^

漂

£

ま
て
時
折
は
或
便
利
が
得
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
何
等
の
本
賞
的
刹
-

を
與
へ
な
い
0
,
;我
：々
が
こ
の
I

を
全
經
濟
i

s

 

\

礎
：

y

な
さ
ん
と
L

、，

同
時
に
®

援
激
用
を
獨
灘
ほ

『

慎値

』

の
&

淀

根

據

と

K

說

明

し

た

時

、

^

我
.
々
：
は

全

然

維

持

す

る

ね

と

.
の

出

来 

一
ぬ.立

潘

に

陷

つ

た

の

で

ま

。
，
：

.

.

.：：
そ
れ
故
に
價
格
構i

g
;

の
間
題
ぃ
；
否

更

に

J

價
値
問
題』

.

の
解
决
方
法
と
し
て
.

だ
に
>
 

所
i

髮
 

用
學
說
を
用
ひ
よ
ぅ
と
す
劣
如
何
な
る
斷
爲
を
を
拂
斥
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い」

，と(

註
；

3
)。

 

'

■
:
.
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c
a
^
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,
.
p
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ニ
頁
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.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

ン

第ぐ
：：：；

前
®

し
あ
や
ろ
；に
"

人
：

0
:

價
値
判
斷
は
相
對
的
で
あ
り
、
，：從
タ
て
人
は
V

:

こ：
の判斷を

Z
 

即

ち

で

表

現

す

る
こ

と
：をI

l
f

際4
!

常

に

必

要

と

レ

た

；。
？

.

故
：に
；價
値
は
懷
精
に
よ.

從
つ
.

で

貨

熊

に

よ

り

表

示

-
^
か

る

の
 

カ
ッ
セ
ル
债
値
學
說
無
用
論
槪
說：

： 

，
.

，；
，
，.
一

: 

： 

八I

ニ
 

V

S

九
九〕

h

h

M

h

n

h

H

n

u

n

.

力
ッ
セ
：ル
懷
値
學
韓
無
用
論
槪
說
，
 

誰S

 

、、
 

ニ 

、
、
’ 

.问 

註
n

タ

"
f

 

/
/

同
.

八ニ
：' 

(

四
九
八>

を.ミ，



0

カ
ッ
セ
ル
價
値
學
説
無
用
输
槪
說- 

八gj 

- 

S
O
O
W 

で
あ
る
0
 

&
ト
に
於
て
カ
ッ
セ
ル
は「

特
別
れ
る
偵
値
諭
は
經
濟
學
•に
は
少
く
と
も
不
必
要
で
あ
.る
と
.云
ふ
給
論
に
建
す
る」

(

註5
r
;
)
o
;

 

彼
め
®

無
用
諭
.
め
！！^
?

^

注n
s
-̂
'

づ
ざ
主
'

捷

，
わ

：
如

き

も

，
の

ぜ

：
わ

る

。

：
ッ

r

價
値
判
.
斷
め
默P

る
共

樹
立
.

せ
ん
と
す
る
企
圓
は
，
.
.何
れ
も
.
非
常
な
個
，難
.
に
ぶ
つ
か
ら
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
更
に
か
る
共
通
分
母
が
採
用
せ
ら
れ
る
や
否
や
、
我 

々
は
木
質
上
貨
僻
を
必
要
と
し
て
ゐ
る
。
然
る
と
.
き
懷
値
は
價
給
に
ょ
り
、
便
値
評
慎
は
貸
常
評
懷
に
ょ
つ
て
代
立
さ
れ
、

ウ
て
找 

々
は
慣
値
論
の
代
り
に
慣
描
諭
を
得
る
。
我
々
は
此
.
の
事
情
か
ら
所
謂
全
價
値
論
を
經
濟
學
か
らI

帰
し
な
け
れ
ば
な
も
ぬ
と
云
ふ
給 

論
を
下
さ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。
交
換
經
濟
の
理
論
的
説
明
；は
-

、
最
初
か
ら
貨
幣
を
者
察
し
な
け
，れ
ぱ
な
ら
な
い
か
ら
•.實
質
上

價

格

構

成論 

と
な
る
で
あ
ら
う
し
と

®

?

5)

0

-
-
-
.註
"

.

.

.

0
a
s
s
e
l
,、
3
.
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六
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^

1
 六
頁
。

以

上

：力
み
；

.
セ
：
ル
の
：順

値

學

誅

無

用

論

め

根

據

を

便

宜

上

！

4

項
目
ぬ
分
つ
て
說
明
し
た
0 :

之
を
耍
す
る
に
，
.理
論
輕
濟
學
の
對
缴
貨 

:

幣
形
態
に
：^
:

る
变
換
經
濟S

象
で
あ
つ
て
、
か
の
如
き
經
濟
に
あ
：つ
て
は
V

.

價
假
貨
幣
で
表
：示
さ
れ
た
腹
格
と
な
り
て
現
ば
れ 

る
が
故
资
我
々
：ぱ
慣
精
構
成
論
を
研
究
す
れ
ば
足
.

：^
、
#

別
な
.
る
價
I

は
不
用
で
あ
つV

J、
絶

，,

^
す

論

爭

せ

ら

れ

て

來

だ

暖

味

な 

.
る
價
値
論
は
、
理
論
經
濟
學：

の
：領
域か

.： 0

緋
除
さ
.
る
べ
.

^

だ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

う
.："̂

:, 1;

章
で
ゴ
.ツ

ト
ル
、

リ
ー
.
:フ
.マ
，'ン
、
シ
：
チ
ン
べ
.
1
夕
.
I、
及
び
.
デ
ィ
：：丄

ツ

H

ネ
の
；價

値

學

說

無

用

諭

を

簡

單

に

述

べ

、
'
.
:
：
ニ

章

で
力
タ
セ 

ル

の
.
生
張
を
や
詳
述
レ
た
o

r

キ
や
此
等
無
用
論
の
安
當
性
を
檢
討
U

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0
:
、：然
し
前
述
し
た
や
ぅ
に
、；
此
等
の
價
値
學 

說
無
用
蕭
は

各

タ別
個
の
體
系
を
有
す
：る
：も
の

で.あ
-

る
：か
ら
、
.：，
此

等

一

括

し

て
時
味
す
る
こ

と

は不
可
能
で
あ
る
：
0

:

こ

で

は

カ

ク

Pl

セ
：£

主

張

に

つ

レ

て

詳

諭

し

"

他
‘
の

見

解

に
'
.つ

い

て

は

極

め

て

：
簡

單

に

批

刺

す

る

に

留

め

る

。
ゴ

：：

"
'

先

づ

：ゴ
.

：r

ト

ル

の

學

說

で

れ

る

れ

ブ

彼

が

從

來

の

：
經

濟

獨

論

、
：

/

特
に
'
償
値
理
論
に
與
：へ；た
批
判
i

,

そ
の
.
積
極
的
理
論
構
成
方
法
は
、
 

そ
©

後
の
研
究
者
に
多
大
の
嚴
響
ぢ
與
<
^

た
こ
と
は
云
：ふ
ま
で
も
な
い
0

ま
葉
か
ら
解
放
せ
ら
れK

、

問
題
そ
の
も
の
を
.
自
覺
し
、
現 

賞
の
，經
濟
生i

.

を
意
識
し
な
：

b

れ
ぱ
な
ら
ぬ
と
云
.
ふ
：彼
の
：

'

槪
念
力
法
に
は
、.
，勿
.
論
贊
成
せ
；ざ
る
を
得
な
い
。
從
來
の
價
値
論
が
價
値
槪 

念

&

解
轉
を
事
と
し
、
'
現
實
か
經
濟
生
活
れ
#

寡
に0

-
S

て
の
觀
察
を
总
つ
た
こ
と
は
一
走
W

來
ぬ
？
然
し
な
が
ら
.
ゴ
ッ
ト
ル
が
：之
か 

ら
：進
ん
一
す
P

的
デV

メ
ン
；ジ：： ®

ン
、
の

概

念

を

樹

立

：
し

>

:

以
値
論
を
無
用
な
り
ど
レ
た

.
と
と
に
は
同
感
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
？
經
. 

濟

⑥

デ

ィ

，メ

ン

ジ

■

シt
r

普
通
價
値
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
も
の
i

背
後
に
明
確
に
伴
在
し
て
：ゐ
る
或
數
を
示
し
、
之
に
よ
つ
て
償
値
理 

論
並
に
慎
精
理
論
はr

,

目
瞭
然
に
®

P

さ
れ
る
と
、
ゴ
タ
ト
ル
は
云
ふ
。
然
し
；.I.’

般
に
言
は
れ
て
ゐ
る
如
ぐ
：、，；經
濟
的
ギ
ィ
メ
ン
ジ
日 

ン
は
單
に
從
來
の
腹
値
な
る
語
に
代
つ
'
た

呼

び

方

に

過

ぎ

す

、
，
；
之

を

以

て

債

.
値

諭

を

無

用

な

：ゎ

と

す

る

理

め

は

成

立

し

な

5
。

寧
ろ
彼
，
 

は
紘
濟
的
デ
ィ
メ
ンを

*
:

ン
，の
：理

論

に

よ

モ

新

し

い

偵

値

理

論

の

一

必

要

性

を

主

張

レ

て

.

ゐ
る
&
で
あ
る
タ
板
が
慎
値
な
る
語
を
避
け 

て
、#

か
に
稍
當
ず
るi

つ
か
，新
じ
れ
言
葉
を
創
作
し
：た
こ
i

は
、
被
自
身
旣
に
言
紫
に
重
配
せ
：ら
れ
で
ゐ
，'る

と

云

：
へ
よ
ぅ

？

 ̂

: 

r

ゴ

タ

ト.：ル
欺
外
の
：
價

値

學

跪

無

用

論

者

は

ク

：
償

値

諭

を

排

除

し

て

、
之

：に

代

ろ

V

價
格
諭
を
置
.

か
ぅ
と
す
る
點
に
於
：

て
#
.

通

セ

：
あ

る

。 

然
し
此
等
の
間
に
あ
つ
て
も
、
リ
，
フ
マ
ン
と
海
衡
输
者
の
主
張
は
ン
：そ
の
立
場
を
異
に
す
る
0
;
:前
述
し
た
如
く
，'
リ

ー

フ

マ

ン

は

、 

效
用
及
び
費
用
の
差
で
あ
る
收
益
を
最
大
な
ら
し
：め
ん
と
す
る
人
間
の
：總
濟
行
鳳
に
よ
つ
て
、：

償
格
せ
構
成
さ
れ
る
-

^

き

ひ

、
：.慣

格

の 

說
明
に
は
慣
値
論
を
無
用
と
す
る
の
で
^

^

る
が
、彼
に
對
し
.
て
も
ゴ
ッ
ト
ル
に
i

f

る
と
.
同

じ

く

、
牧

益

.は

單

に

從

來

の

價

値

な

る

語

に 

代
つ
た
呼
び
方
に
過
ぎ
な5

と
云
ふ
非
難
が
：與
へ
ら4

る
。

I

般
に
言
は
れ
て
ゐ
る
如
u

:

l

.フマシの：牧
益
は

.I

種
の
I

' 

槪
念
の
假
装
で
あ
つ
て
、
之
に
よ
つ
.
て
廣
値
諭
を
無
用
と
す
る
理
由
は
成
立
し
な
い
ヴ
赚
が
均
衡
論
者
せ
此
等1

1

人
と
異
な
り
、
從
來 

カ
ッ
セ
ル
1

學
默
無
用
論
槪
說. 

：

/
 

.

八

五
.

，(

五0
1
)



ら̂̂
^
^
^
-
:も
'
^
^
ハ

ぶ

あ

ぐ

め

の

^
^
^
^

III
I

}■

力

- 

:
' 

\
.

z

 

, 

■ 

<

六
卜：

S

a

3

 

の
便S

請
に
代
る
.ベ
き
何
等
か
の
價
値
諭
を
主
服
す
る
の
で
は
な
く
、
懷
将
諭
を
强
調
す
る
の
で
あ
る
。
從
っ
.
て
か
\
る
主
張
こ
ま
は 

露
の
意
味
の
價
値
學
說
無
用
論
で
あ
る
。
然
し
ワ
ル
ラ
ス
、
パ
レ
ト
の
主
張
は
未
だ
明
瞭
で
な
く
、
シ
ユ
ン
ぺ
！
タ
ー
に
至
っ
て
比
較 

的
組
織
的
，に
取
扱
は
れ
た
と
は
云
へ
、
彼
も
、
慎
桃
を
筋
極
的
事
賞
と
し

，
て

觀

擦

し

、

慣

抢

を
.分
析
し
な
.

5

•た
け
で
あ
.
っ

て

"

之

の

み 

で
は
、
慣
値
諭
を
無
用
と
す
る
极
據
は
雜
弱
で
わ
る
。
' カ
ッ
セ
ル
に

至

.つ
て初
め
て
明
確
に
板
據
づ
け
ち
れ
た
偵
値
學
說
無

用

.論

を

發
 

見
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
力
ッ
セ
ル
以
外
の
說
は
、.
f

l

の
意
味
の
無
用
'
諭
で
は
な
い
か
、
或
は
無
用
諭
の
极
據
を
狹5

:

て
ゐ
ヴ
0

か
孰
れ 

か
で
あ
る
。
化
し
，チ
ィ

ー

ツ

H

ル
は「

徹
頭
徹
尾
カ
ッ
セ
ル
の
立
場
に
赞
成
す
る」

の
で
あ
る
か
ら
、'
假
令
彼
特
有
；の
理
論
を
有
す
る
：
 

と
は
！

K

へ
、
力
.
ッ
セ
ル
の
說
の
巾
に
包
含
さ
る
べ
き
で
&

ら
ぅ
。
カ
ッ
セ
ル
の

主
張
は
價
俯
學
說
無
用
論
中
、
，最
ふ
系
統
的
な
强
：い
极 

據
を
有
ず
る
。
港
し
彼
の
主
張
が
慎
値
論
を
無
用
と
す
.
る

极

據

を

充

分

..に

與

へ

る

な

ら

ぱ
、
.，
價

値

學

識

無

用

論
，は

肯

定

さ

る

.
べ

き

で

あ

ら
う 

■ 

■ 

' 

: 

- 

* 

‘ 

- 

.

-

 

*. 

■ 

'

前
章
に
於
て
、
ヵ
タ
セ
ル
'

の
概
値
學
說
無
用
論
の
粮
據
を
便
立
上
五
つ
に
分
類
し
てi

i

明
し
た
Q

從

つ

て

，
之

に

對

す

る

批

判

も

"
.
こ 

の
五
つ
の
點
か
ら
試
み
よ
ぅ
。

‘ 

' 

•

■

;

'

■

•

,

猫
一
、
ヵ
ッ
セ
ル
は
、
慣
値
論
全
體
は
經
濟
學
に
と
つ
て
は
不
用
物
で
あ
つ
て
、
之
を
雜
濟
學
か
ら
除
す
る
こ
と
が
經
濟
學
者
の
：
 

勞
力
の
.節
約
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
こ
と
を
、
至
る
所
で
主
張
す
る
。
彼
は
、
古
典
學
派
以
來
慎
値
.
に
つ
：

5

て
救
さ
れ
た
盡
く
る
所
を
知
ら 

の
.

爭
化
よ
つ
て
、&

横
舉
妖
焼
歡
银
寧
ね
'
か
ザ
'

追
5

:
^
^
:
^
.
ま

化

經

觀

赋

究

者

が

無

限

ぬ

ま

荷

と

闲

難

あ

脅

督
 

も
と
..の
價
値
論
に
よ
つ
て
經
濟
现
象
が
充
分
說
明
し
得
ら
れ
な
.い
こ
と
を
情
つ
た
ヤ
人
'
あ̂
.

る
タ
.
若

し

办
.，：ツ
：セ

ル

の

言

ふ
如
く
、
經
濟 

現

象

：
^

霄
値
諭
に
お
か
ポ
ゆ
格
論
^

よ
ヴ
.

ぐ

r

衝
お
む
氣
明
ざ
れ
得
^
^

愈
が
ぱ
>̂
價
督
を
放
莱
す
る
と
と
は
，

も
な
く
經
' 

濟
匪
諭
上
に
於
て
}

^

し
レ
の
み
な
ら
す
、.
又
、

な
ご
と
で
あ
る

グ
ま
々S
方
ク
セ
’
ル
ね
か
.

\

る
德
虔
，に
對
し
て
全
く
賛
成
す
る
0

霞

，

1

,
:
范

ニ

.
、

.
力
す

V

ル
へ
ま

V

懷

値

か

！̂き
ど
；#
ど
れ
：關

係

に

於
'て
.の
み
存
お
す
る
ぢ
ー
ひ
、
物
と
物
ふ
^̂

問
題
に
す
る
o

i

;

の
：：^

か
な
見
職
に
對
し
，て
は
常
然
烈
じ
か
反
政
が
生
す
る
0

先
値
の
本
質
を
ど
こ
ま
で
も
追
求
レ
な
く
て
は
な 

か
ね
と1

W

ふ
能
値
諭
主
張
者
側
が
'
ら
不
滿
お
投
せ
岛
き
例
へ
ぱ
植
并
隆
H

氏
は
次
'

の
如
く
言
は
れ
る
0

;:;

「

竭
衡
論
に
於
て
は
慣
榻 

.

が
理
#

の
か
心
に
ポ
づ
セ
ゐ
を
O

V

じ
か
し
慣
杭
の
奥
に
し
て

.

ゐ
る
ど
と
が
明
々
白
々
で
あ
る
.
所
の
經
：£

慣
他
を
摘
明
し
て
、
之
が
實 

質
本
質
を
盤

.
す
る
こ
と
を
全
然
じ
な
.
い
で
よ5

の
で
あ
ら
う
か
。
I

共
の
者
祭
の
對
象
た
る
經£

•

維
濟
现
f

財

が

そ

：
の
#

現

者

で 

あ
る
所
の
そ
の
常
の
.
も
の
を
，
自
然
科
學
に
於
け
る
.

"

本
質
概
念」

の
如
く
に
' 

S

の
知
れ
ざ
る
f

し
て
放
遺
ぎ
よ
か
の
/
^

 ̂

ら
う
か
。
經
濟
學
に
於
て
も
、
自
然
料
學
に
於
け
る
み
同
じ
く
、
森
羅
萬
象
のS

極
の
®

素
は
物
ヤ
は
激
く
て
、物
と
物
と
の
關
係
ポ
、 

過
華
ゲ
，
•實
質
本
體
ホ
考
察
す
べ
き
セ
な
い
、
又
はEE

來
な
：

S

と
云

ふ

風

，
に

考

：
へ

る

.
べ

き

せ

あ

ら

う

か

0
か
、
る
者
へ
方
は
、：1

番
に 

事
#

の
棟
心
怒
追進

：：：：

て

，

そ

の

純

髓

に

觸

れ

と
す
る
報
共
の
，理
論
的
追
求
愁
を
滿
足
お
せ
な
い
。.
價
値
の
本
質
を
紹
调
如
何
よr

:

 

に
規
定
し
よ
う
と
も
ひ
鬼
；̂

あ
れ
い
：を
を
把
握
す
る
こ
と
を
越
共
の
日
稱M

の
ぼ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思ふ

」
.；

と
6

1

)

0

こ
の 

熊
度
は
、
ど
こ
ま
で
'
も
經
濟
.
學

；に

於

け

る

眞

理

を

追

求

せ

ん

と

す

る

學

等

，の

當

然

と

る

べ

き

所

で

あ

つ

て
、
大
い
に
倾
聽
し
激
け
れ
ぱ 

な
ら
な
；

S
®
：

.
然
か
慎
値
め
，本
霄
を
道
沸
し
-
5
:
:け̂
.
れ
ぱ
な
ら
ぬ
と
云
ふ
追
求
路
を
撒
足
さ
せ
る
の
と
、
か
く
し
て
追
ま
ル
て
得
た
慎
値
の 

本
質
が
^

■

象
の
說
脈
#

股
立
も
照
を
か
否
か
け
別
の
間
題
セ
あ
る
ぐ
綴
濟
慣
¥
の
本
賀
は
何
で
あ
る
か
は
未
だ
に
諭
帮
さ
れ
て
ゐ 

る
し>

,
.

 

.,1;

步
進
ん
：：で
，.

て
も
/

料
學
の
☆

野
に
於
い
て
求
解
‘
決
の
ま
殘
さ
化
て
ゐ
る
"̂
'現
在 

與

へ

ら

か\^
ゐ
る
慣
假
.
ひ
，^1
^義
は
摸
然
と
^

^

て
，ゾ
遥
しy

抽
象
的
で
、.
之

：尼

よ

，っ

て

ど

の

辟

鹿

ま

セ

經

濟

：現

豫

ヵ

說

哦

さ

れ

得

る

力

.せ 

大：：

いi

凝

間

と

：し

な

け

れ

ば

な

ら

ね

0 

.救
々
は
價
假
の
本
質
の
追
求
が
誤
っ
て
，ね
る
と
云
ふ
の
：で
は
な
い
。
.

た

，ド

か

く

し

て

得

ら

れ

た 

懷

値

わ■

概
#

が
、

猶

双#

の#

f
M

如

何

程

：の

i

魯ぜ與ベを疑ふパ

#

ろ

韻

規

魚

は

ま

俯
®

■

:
:
:
:

，
ヵ

ッ

：
セ
：ギ
偵

#
學
説#
用輪

！！

說 

.
 

し

ス

ン-

.

八
-
セ
 

' (：：

ま
：Q
1
5

I.
を

?
k

'ii

1
II



广《 * ド、み V 'ン■*'■、ぃわt ， 。 、、く 《 -
Md, fi|
«

ぺ；

.

ぐ
，9

0
s

 

-

く
と
も
、
物
と
物
と
の
關
係
、：
即
ち
價
格
に
，よ
つ
て
說
明
し
得
ら
れ
る
し
、
そ
の
'
方
が

1

層
便
利
で
あ
り
、
又
明
確
で
あ
.る
と
思
は
V

る
5

引
用
さ
れ
て
t

如
く
、
ア
モ
ン
も
カ
タ
.セ
ル
.

の
右
の
方
法
お
對
し
て
云
ふ
。

「

a

と
b

と
の
關
係
を
霞
す
る
爲
に
は
、 

a

が
ゎ
に
、
又
は
b

が
a

に
、
或
方
法
に
於
て
依
存
す
る
こ
と
，
或
は一

方
が
他
方
の
函
數
で
あ
る
と
と
を
知
る
の
‘み
で
は
充
分
で
な 

く
、
人
は
又
如
何
に
し
て
、
或
は
如
何
な
る
方
法
に
於
て
、一

方
が
他
方
に
依
存
す
る
.
か
、
i

E

す
れ
ば
、
こ
S

數

の

樣

式

、

及

'ひ 

形
態
に
‘

っ
レ
て
の
或
物
、
即
ち
こ
のf

f

數
が
如
何
な
る
狀
態
に
あ
り
、
そ
の
形
態
が
如
何
に
し
て
、
何
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
か
を
直 

.

接
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
0

又
具
體
的
に1

K

へ
ば
、
我
々
の
場
合
に
は
、
我
々
はS

i

耍
函
數
が
慎
格
に
依
宇
る
方
法
に
0

ふ
て
何 

等
か
を
知
ら
う
と
欲
す
る
。
又
こ
の
數
の
形
式
*

即
ち
需
耍
の
性
質
を
知
ら
う
と
欲
す
る
.
o

>
カ
ク
セ
ル
は
之
に
ウ
レ
て
全
く

 1
5̂

等
言 

及
し
て
ゐ
な
い
。
彼
は
元
來
我
々
に
何
物
も
說
明
し
な
い
。
彼
の
®

精
理
論
は
，
人
が

I 

2

慎
格
理
論
か
ら
.
嬰
求
し
、
且
耍
求
せ
ね 

ぱ
な
ら
ぬ
こ

と

を
巢
し
て
ゐ
な
い」
と(
g
2〕

o

然
し
ア
モ
ン
の
批
判
は
、
カ
タ
セ
ル
を
完
全
に
反
較
し
た
.
，.
^

の
と
云
ふ
こ
と
：̂
旧
來 

な
5

0

ア
を
ン
は
價
挤
の
奥
に

^
^
.す
る
或
物
を
知
ら
ね
ぱ
な
ら
ゆ
と
云
ふ
.

に
反
し
、
カ

タ
セ

ル

は

經

濟

學

に

於

て

は

、

價

格

を

.
^
る

の 

み
で
充
分
だ
と
云
ふ
の
で
あ
る
0

ア
モ
ン
は
"
何
故
に
經
濟
現
炎
が
價
胳
の
み
に
よ
つ
て
說
明
さ
れ
得
な
い
か
を
積
極
的
に
述
べ
じ
た 

な
い
。
ア
モ
ン
に
對
し
て
も
亦
、
稲
兆
敎
授
に
對
し
て
論
及
し
.た

と
同
じ
こ
と
がI

K

へ
よ
う
。

カ
ッ
セ
ル
が「

理
論
的
社
會
經
濟
學
し
' 

に
於
て
偵
値
S

無
用
，

t

を
想
的
に
器
し
て
以
來
、
ア
モ
ン
と
同
じ
見
地
に
立
.っ
翦
は
實
に
牧
擧
に

い

と

ま

な

て

カ
タ
セ
ル 

は
最
母
の
著
作
に
於
て
此
等
の
非
難
に
對
レ
て
次
の
お
き
.
反

駭

を

與

へ

.
て

ゐ

.

.
る
.

0

郎
ち
.「

實
生
活
に
於
て
、
.懷
條
即
ち
無
敷
の
交 

換
關
係
に
よ
る
計
算
を
捨
て
"

償
格
.に
よ
る一

般
的
詠
算
を
用
ふ
る
こ
と
の
便
利
で
あ
るj

a

と
が
發
見
さ
れ
た
と
同
じ
く
"

淫
濟
學
は 

所|
|

ま

ま

論

全

體

を

常

初

♦

ら

捨

て

、

價

格

論

.ふ

ザ

明

す

べ

き

で

あ

：
る

タ

余

が

輕

濟

科

學

に

.
於

け

：
ろ
命
の
：全

著

作

を

通

じ

て

主

張

し

て

來
た
こ
の
說
明
方
法
の
.

變
化
は
、
非
常
な
る
單
純
化
を
意
味
し
、
研
究
家
等
に
高
く
評
慣
せ
ら
れ
て
來
た
。
然
し
な
が
も
債
修
理
諭
が 

價
格
理
論
に
よ
9

て
.
徘
敝
さ
れ
、.
置

き

換

へ

.

.
ら

れ

：.る
場
八
U

、
舊
價
値
諭
に
よ
つ
て
取
扱
は
れ
：得
☆
重
要
な
る
現
實
經
濟
の
廣
大
な
る
領 

域
が
、
説
明
さ
れ
す
に
踐
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
と
.

の
.
議
論
に
主
と
レ
て
.
基
き
、
多
X

の

反

货

が

な

さ

れ

て

來

た

。
と

，れ
は
誤
霞
一
で
あ
る
。 

M

倘

；

P

の

形

式

に

於

て

研

究

，さ

れ

得

.
る
と
考
.

へ
ら
か
る
あ
ら
ゆ
る
事
實
と
關
係
は
、
.
ま

的

思

惟

の

蓝

木

原

理

.す

よ

つ

て

說

朋

さ

ル

る

形

式
、
即
ち
慣
格
理
論
の
形
式
に
於
て
.、
等
し
く
立
派
に
-

-
且
實
際
耳
大
，な
る
科
事
的
、
敎
育
的
利
签
を
以
て
研
究
さ
れ
得
る
。
批
ザ

者

が

、.實

際

、

余

の

價

精

理

論

公

.式

の

背
後
に
、
全
く

1

聯
の
慣
値
關
係
が
考
へ
ら
れ
る
と
と
を
絶
え
す
線
返
す
場
合
、

の
こ
と
は 

孜

實

で

あ'る

。
.然
し
そ
れ
は
何
等
の
反
對
も
#
驚
し
な
い
。
紘
濟
科
學
か
ら
經
濟
的
知
識
の
推
量
的
事
®
^
;

¥

除

外
；
^
る
：
こ

と

は

余

；の
目 

的
で
は
な
か
つ
た
。
余
の
計
聲
は
單
に
說
明
形
式
を
變
化
さ
す
に
過
ぎ
な
い
。
然
し
我
々
の
輕
濟
學
を
量
的
科
學
た
ら
し
む
る
こ
と
を

欲

す

.る

な

らぱ
、
こ

の
目
的
は
甚
礎
的K

要
性
を
有
す
タJ

と(

註
*0

。

カ
ブ
セ
ル
の
こ
.の
言
葉
は
ア
モ
ン
流
の
批
判
に
對
す
る
充
分

■ 

.

.

.

.- 

, 

.

.

. 

‘ 

- 

-
-

リ

な
る
辯
解
で
あ
ら
ぅ
。

-

-

.

.
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,
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カ
ッ
セ
ル
.の
價
値
學
說
無
用
論
は
ゾ
經
濟
擧
の
對
免
が
交
換
雜
濟
で
あ
り
、
旦
突
換
輕
濟
が
貨
將
經
濟
で
あ
る
眼
り
成
す
. 

る
。

こ
の
點
に
關
し
カ
タ
セ
ル
に
投
ぜ
ら
れ
る
非
難
ほ
、
輕
濟
學
は
突
換
輕
濟
以
外
の
經
濟
を
間
題
に
し
な
い
の
か
、
及
'ぴ
货
常
を
使 

用
.
せ
ざ
る
交

換

經

濟

を

も

間

顔

に

し

な

.い

の

か

と

云

ふ
ニ
點
で
あ‘
る
。
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力
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價
値
學
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無
用
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-
.
1

股
に
經
濟
に
は
、
交
換
.
經
濟
以
外
X

、
ロ
ビ
ン
ソ
J

ク
ル
ー
ソ
ー
の
如
き
孤
立
經
濟
と
、
取
的
經
濟
主
體
の
.間
に
經
濟
お
爲
の
行 

::

ー
ぽ
ル
ボ
；

5

辦I
S

社

ま

國

體

ね

，
營

☆

圓

體

經

：⑩
i

例

：
へ

ぽ

原

0

庫

社<
&

及

が

社

會

：主

義

社

會

に

於

ヤ

行

は

れ

；る

經

濟

I

な

：
る

も
の 

が
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
此
，等
の
社
會
に
は
現
ホ
資
本
主
義
社
會
に
行
は
れ
て
ゐ
る
や
う
な
交
換
關
係
は
存
し
，な

5
。

故
に
經
鸦
學
が 

交
換
經
消
の
み
を
問
題
に
す
る
な
ら
，ぱ
，
孤
立
雜
濟
及
び
間
體
經
濟
は
經
谏
學
の
對
级
の
領
域
外
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
然
り
と 

す
れ
ば
、
，#

に
之
は
不
當
で
あ
る
。
齋
し
經
濟
學
は
如
何
な
る
社
會
に
於
け
る
經
，濟
も
說
明
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
然 

し
.一

，步

退

い

て

、

孤

立

總

濟

及

'ぴ

圓

體

經

濟

も

，
一
额
の

‘

交
換
經
濟
と
見
る
こ
と
は
出
來
な
レ
で
あ
ら
う
か
。
勿
論
現
在
の
交
換
輕
濟
に 

於
け
交
換
と
は
形
式
を
異
に
す
る
で
あ
ら
う
が
、
此
等
の
雜
濟
に
於
て
も
或
域
の
交
換
は
成
立
す
る
0

.

例
へ
ぱ
孤
立
經
嫩
で
は
、
人 

は
潜̂
!

^

:は
赞
取
な
る
器
具
を
摸
做
^

:

^

鳥
獸
マ
®

> :

草

本

：の
：實
^

^

獲
得
レ
、
團
體
經
濟
で
ほ
、
备
個
人
は
勞
働
t

提
供
す
る
と
と 

に
ょ
つ
て
物
の
配
給
を
受
け
る
。
此
等
の
交
換
は
形
式
こ
.
そ
異
な
る
が
、
交
換
の
本
質
は
、
现
在
の
そ
れ
と
異
な
る
所
が
な5

。

と
の 

點
に
，つ
.5

て
は
、
シ
ュ
ン
ぺ
ー
タ
ー
の
見
解
に
從
ふ
べ
き
だ
と
思
は
れ
み
o

'

彼
は
云4

「

我

：み

は

交

換

關

係

が

缺

け

て

ゐ

'

る
所
で
も
、 

之
を
袖
ふ
に
次
の
假
吏
を
以
て
し
ょ
う
。
即
ち
す
ベ
て
.
の
鶴
满
行
爲
を
交
換
行
ぽ
と
»

し
、

何
等
の
交
換
關
係
も
存
し
なS

と
こ
ろ 

.

で
も
、
苑
も
そ
れ
が
布-

1
:̂

す
る
か
の
や
う
に
雜
將
が
行
は
れ
る
と
假
定
す
る
こ
と
之
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
はI

見
し
て
者
へ
ら
れ
る
雙 

:

逆
說
的
で
は
な
い
0

.

人
は

j

切
の
經
濟
行
ほ
が
我
々
に
と
つ
て
は
雜
料
的
詣
置
の
變
動
に
外
な
ら
ぬ
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
ネ
0

.發 

働
を
パ
ン
：と
交
換
す
る
も
の
は
、
波
の
所
有
す
る
：ゆ
財
貸
の
數
量
を
變
更
す
る
も
の
で
あ
り
"
同
じ
こ
と
は
ニ
匹
の
獵
徵
を
打
ち
殺
す 

忙

、
つ
：
い
一
て
；
も

；

M

ま

る

一

ぜ

萧

じ

彼

腐

、

1

愧

，
又

：
は

勞

W

力

の

！

：
ま

缴

あ

滅

★

A

v

食
料
^
^

こ
の
や
う
に
交
換
な
る
シH

1

マ
は
あ
ら
ゆ
る
經
濟
行
爲
に
適
爪
さ
れ
る
.
‘
.
：」

と

(

能
4

〕

0 

. 

.

か

く

し

て

孤

立

經

濟

に

も

園
！！

經

め

に

も

廣

義
'
，の

交

換

が

行

は

れ

、

こ

の

服

り

に

於

て

、

雜

將

學

め

...對

象

を

交

換

經

濟

.に

置

く

こ
と

•
 

r
x
r 

y, 

, 

i 

£ 

V 

- 

f 

' 

1
-

»
 

i
. 

s 

r 

t 

t
L
r 

I

M

^
 

f
\
i
7 

?
 
n
t 

f
 

} 

t 

I
 

i
 

*
t 

n
 

<
»
» 

»
l
. 

,

ニ、，，ぃ

は
誤
り
で
な
い
。
何
れ
の
輕
濟
に
ぁ
つ
て
も
>

.

;

iば
：人
t

i

t

t

心
S

る
。
シ
ユ
シ
.。へ

r
ク
i

ょ
れ
ば
、

「

交
換
は
い 

?

經
濟
的
澄
系
を
位
む
括
孤
で
ぁ
り
、
他
'
の
.比
嘯
お
用
ふ
ル
ぱ
そ
S

瓶

で

ぁ

る

」

ハ

ぐ)

.
-
而

し

て殺
て
め
純
經
濟
白
な
.

、の
，

;
>、か
W

.
取か

： .5-

も
依
す
る
こ
：と
ゆ
震
自
明
■

ま

ま

、：

■

あ
わ
ー
資

ま

，

C.

か
#

ぁ

ま

？
 
ー0
。
：：、ま

i

で
、

カ
ッ
七
ル
が
經

S

の
對
f

交
換
經i

に

眼

つ

た

こ

と

は

何

禁

當

で

は

な

t

ぅ
。

、ぺ
-
.
註
4

づ

ま

P

化
■

驚
共
ま
シ
"
ん
' 

ん.
'ぺ
わ
み
1

摩
■

濟
學̂
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• 
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七
買
ひ
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结
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經
濟
學
は
貨
幣
を
使
用
せ
ざ
る
交
換
經
f

:

遺
に
し
な
レ
の
か
.
と
.

云
.
ふ
こ
と
I

 

る
バ
交
I

f

 

.

.必
し
|

幣
I

用
す
る
I

で
は
な̂

^

例
-<

 

ト

に

嚴

ど
f

な
い

S

が
あ
つ
た

o

i

i

は
I

貨

將

の

票

し

な

い

霞
i

s

職
周
外
に
當
ぺ
こ
と
は
出

I

力
ッ
セ
ル
.
i

i

i

 は
i

f

?

、

故
に
力
ッ
セ
ル
が

I

の
.

あ
|

|

|

間
題
と
し
、
交
換
經
被
即
貨
I

濟
な
り
と
す
る
こ
と
は
、

一
應
f

s

へ
ら
れ
る
の 

で
あ
る
。
然
し
慕
の
’
■

如
何
に
ょ
っ
て
は
、
t

る
概
念
は
必
し
も
不
當
で
は
な
か
の
で
あ
る
。

、

。

r
 

.先
づ
カ
ッ
セ
ル
に
對
す
る

♦
チ
1

ル
の
K

I

批
判
す
る
こ
と
に
つ

.
て
、
カ
ッ
セ
ル
の

f

が
不
當
で
な
さ
と
を
チ
そ
ぅ
ポ

- 

% I 

つ
七
ソ 

カ
ツ
セ
ル
，價
値
學
說
無
用
論
槪
說
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カ
ジ
セ
.

ル
偵
値
擧
說
無
用
‘
論
槪
說
‘ 

丸
ニ 

£

0

6

 

述
し
た
や
う
.

に
、
カ
タ
セ
ル
は
、
貨
勝
と
は
，計
算
尺
度
と
し
て
の
、
.

即
ち
共
通
分
母
と
し
て
の
役
割
を
果
す
も
5

あ
つ
て
、
か
、
ダ

)

 

貨
僻
の
發
達
.
は
、
交
换
經
濟
の
發
建
と
常
に
相
提
携
し
て
進
行
し
-

財
の
交
換
乂
頃
辦
の
使
用
と
は
、
何
れ
の
段
階
で
も
相
S

に
め 

成
し
合
つ
た
も
の
，で
あ
り
、
货
繁
使
用
し
な
い
交
換
經
濟
が
I

輕
濟
に
先
行
し
た
と
云
ふ
見
解
は
t 

f

的
I

に
於
て
何
等
板 

據
を
有
し
な
い
と
云
ふ
Q

之
に
對
しデ

ィ
， -
.

ル
は
次
の
如
く
反
對
す
る0

即
ち「

カ
ツ
セ
ル
の
：考
へ
力
は
全
く
非
®

史
的
で
あ
る0

 

と
な
れ
ば
經
湾
學
者
が
經
满
現
象
を
觀
察
す
る
場
仓
、
何
等
貨
常
を
知
ら
な
か
つ
た
發
展
段
階
を
無
視
す
る
こ
と
は
.
出
來
な(

か
ら
で 

.

あ
る
，P
.
‘且

又

貨

將

經

濟

，に

先

行

す

る

自

己

'
經
濟
及
び
自
然
鹤
濟
の
i

を
第
！
に
說
明
し
な
け
れ
ば
-

貨

將

制

度

を

理

，解

す

る

こ

と

は 

出
來
な
5

や
.
う
I

分
に
は
：思
は
れ
る」

と
S

X

)

。

デ

ィ

，

ル

が

云

ふ

や

う

に

，
、

今

日

の

形

式

の

暴

經

：濟

以

前

に

：、

物

品

貨

常

を 

使
用
し
た
時
代
、
物
品
貨
辦
だ
に
知
ら
な
か
っ
た
脱
謂
物
々
交
換
經
濟
時
代
、
更
に
前
述
し
た
孤
立
經
濟
：,！：^
る
も
の
；が
格
在
し
.

^

事
は
> 

藤
ずI

者
2

:

れ
廣
を
え
i

で
あ
.
る
0

:

故
に
若〕

貨
常
1

味
，̂
令
印
の
貨
1

*

に
、
：：及
びI

き

を

使

用

し

な

い

交

德

經

濟

が

貨

幣

經

濟

に

先

行

し

た

と

云

，
ふ
.見

解

を

否

定

す

る
カ
ツ
セ
ル
の
方
法
は
、

.

を
义
に
從
つ
て
下
萬
で
あ 

ら
-

T

^

O然
し
カ
ツ
セ
ル
の
云
ふ
貨
幣
と
は
、
計
算
尺
度
と
し
て
の
、

i

L

X

.

c

 

な
ら
ば
、
^

?

も
交
換
の
行
.
は
，れ
る
所
に
は
必
す
^

^

在
す
る
と
免
る
，ぺ.
き
で
あ
ら
う
0

交
換
は
何
等
か
の
尺
史
が
な
け
れ
ば
行
ひ
得
な
い 

，
の
2

っ
て
、
孤
立
經
濟
に
あ
，っ
て
は
努
働
が
、
t

交
換
經
濟
に
き
て
も
何
等
か
K

i

準
と
な
る
も
：の
が
あ
i

で
あ
る
0
 

撒
づ
て
こ
の
計
算
尺
鹿
が
、
令
日
の
形
態
.に
於
け
る
貨
常
で
あ
ら
う
と
、
物
ロ
叫
貧
常
の
形
熊
で
.
.あ
ら
う
と
；、
：そ
P

他
何
で
あ
ら
う
み
>

 

•
M
*

醫
が
に
は
同
じ
-

で
'

あ
る
。
シ

r
l

ン
ぺ
，
夕
！
の
云
-ふ
如
く
、

狩
獵
者
と
漁
携
者
と
め
全
く
原
始
的
交
換
.か
ら
成
立
す
る
も
の
で
あ
ら
う
と
、
又
は
我
：々
が
今
R

觀

察

し

得

る

；が

如

：き

複

雜

な

る

：體

ポ 

か
ら
成
-

H

す
る
も
の
で
あ
.
ら
う
と
、

' 

そ
れ
i

論
の
墓
本
に
と
っ
.

て

は

、
，
：
全

く

何

等

i

進

を

も

を

し

か

っ
て
貨
將
の
職
能
を
計
算
の
X

度
に
求
む
る
な
ら
ば
、
デ
ィ
ー
ル
の
反
對
は
認
め
ら
る
べ
き
で
は
な
s

o

‘

圓
體
經
濟
の一

ウ'
と
看
做
さ
れ
る
社
會
虫
義
經
濟
に
於
て
’
.は
、
貨
幣
は
廢
止
さ
れ>

0

で
あ
ら
う
と
，云
つ
て
、
ヵ
ッ
セ
ル
に
反
對
す
る 

者
も
あ
る
。
之
に
對
し
て
は
ヵ
ッ
セ
ル
の
辯
明
が
あ
る
。
彼
は
云
ム
。
.「

こ
の
や
う
な
凰
辦
は
、
貨
敝
の
本
質
に
關
す
る
誤
解
、
即
ぢ
货 

他
の
觀
念
の
本
質
を
な
す
も
の
'
>

誤
解
に
基
く
に
過
ぎ
な
い
。
前
述
の
如
レ
.
*

/
a
s
:

得
は
本
質
的
に
一
っ
の
；
算
尺
虚
で
あ
っ
て
、
そ
の 

も
の〜

卞
に
交
換
雜
濟
は
線
て
の
慣
格
を
示
す
る
。
社
會
主
義

社
#
!

が
-交
換
經
濟
の
擁
木
原
則
を一

般
に
康
認
す
る
以
上
，
こ
の
社 

會
も
亦
か
、
る
計
算
尺
鹿
を
利
用
し
な
は
れ
ば
な
ら
ぬ
。
賢
明
な
社
會
ホ
義
者
ホ
‘の
多
く
は
、『

勞
働
時
間』

で
，行
ふ
計
算
に
よ
っ
て
、
，，
 

貨
他
；
算
に
代
へ
ベ
‘き
だ
と
者
へ
た
0

然
し
事
胸
の
本
質
は
名
稱
に
よ
っ
て
變
化
し
な
い
。
勞
働
時
間
が
行
ふ
詠
算
と
雖
も
亦
貨
將 

に
よ
る
算
.
で
あ
る」

と

(

註
3

)

0

こ
の
や
う
に
交
換
經
濟
に
は
、
計
算
尺
族
と
じ
て
の
，貸
®

が
、
何
等
か
の
形
態
に
於
て
存
在
す
る
。
從
っ
て
經
濟
學
は
常
に
貨
辦
の 

律
在
す
る
交
換
雜
濟
を
對
象
と
す
る
。
货i

B

の
杯
在
し
な
レ
想
像
上
の
交
揽
經
將
現
象
を
取
扱
ふ
必
要
は
な
い
。‘
計
算
尺
俊
無
く
し
て

を
者
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ」
(

註
u

)

o

從
ク
て
ガ
ッ

セ
，ル
が
交
換
輕
濟
即
货
帶
輕
濟
と
し
て
、
價
値
學
說
無
用
論
を
展
開
し
た
こ
と
は一

應
承
認
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
いV

.
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註
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ぜ
ゅ
カ
ッ
.

セ
ル
は
價
値
論
が
償
路
構
成
.

論
に
と
づ
て
不
必
耍
で
あ
る
こ
と
を
ハ
服
界
效
用
理
論
に
っ
い
て
述
べ
た
。

\

 

(
.一
)

，
先
づ
カ
ッ
セ
ル
は
、
人
の
愁

-i

f

を
算
術
的
に
.

測
定
す
る
方
法
が
無5

と
て
、
服
界
效
i

論
に
反
對
し
た
0

:

力
‘ッ
セ 

ル
に
ょ
っ
て
非
難
さ
れ
る
こ
の
；

g

陷
は
、
服
报
效
用
論
者
I

特
に
新
し
‘

い
論
者
，

_

に
ょ
っ
て
‘
も
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
例 

へ
は
ア
モ
ン
は
云
ぶ
。

1

確
に
服
界
效
用
理
論

i
l

露
要
に
對
す
る
算
術
的
表
現
を
我
々
に
與
へ
な
レ
し
、
又
與
へ
る
こ
と
は
出
來
ぬ
。

.

0 

令
义9

理
す9
多
く
の
.
主
ザ
者
が
こ
の
こ
と
を
出
來
得
：る
と
信
じ
、
又
願
ひ
、.
或
は
力
ッ

セ
ル
が
こ
の
こ
と
を
誤
解
的
方
法
に5

1'

て 

l
i
k

じ
て
ゐ
る
と
は
！

K

へ」

と£
s
:
>
。

然
し
間
題
は
、
艰
し
て
之
が
腿
界
箭
理
論
の
缺
階
と
な
る
か
否
か
で
.
,
^る
。
多
く
の
主
張
者 

力
云
っ
て
ゐ
る
か
く
恐
ら
く
之
は
こ
の
理
諭
の
理
論
上
に
於
け
み
狀
陷
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
0

.

何
と
な
れ
ぱ熟

？； }i
j

の
强
虔
は
一 

っ
の
、

-：： 3

理
作
ぎ
あ
る
か
ら
、！

方
が
他Q

何
倍
で
あ
る
と
か
5

如
S

現
は
不
可
能
で
あ
っ
て
.も
、
何
れ
の
#

餐
が

ĝ
,
s

か
は
セ 

較
出
來
、
M

s

的
比
較
が
な
さ
れ
？

‘f

、
i

形
成
S

明
は
、
假

霊

的
s

i

缺
い
て
も
、
可
能
.で
あ
る
か
ら
で
あ 

る(

§

c

 

.

カ
ッ
セ
ル
が「

愛
效
用
は
需
要
の
心
理
を
强
ひ
て一

.

っ
の
抽
象
的
霍
的
形
式
に
押
し
込
ま
う
と
す
る
企
で
あ
る
。

J 

っ
の
#
 
1

充
足
の『

效
用』

.

を
算
術
的
に
評
償
す
る
と
と
が
出
來
る
も
の
と
チ
て
.

ゐ
る」

と
r

§

®

)

v

.

或
は
又
、「

あ
ら
ゅ
る
：
^

 

£
_

に
於
け
る
愁
望
充
足
の
各g

段
膽
の
效
用
を
何
等
か
或
評
算
尺
度
で
表
現
さ
れ
た
抽
象
的
評
慣
を
な
す
こ
と
は
、.
紘
濟
を
營
む
.
間 

に
と
っ
て
は
不
可
能
で
ぁ
る」

と
§

.

〕

云
ふ
時
，
此
S

非
離
は
®

を
過
ぎ
て
ゐ
る
®

最
近
.の
效
用
理
論
は
、n
需i

l

ま

理
を
强
.ひ 

て一

っ
の
抽
象
的
數
學
的
形
式
に
押
し
込
ま
う
と
す
る
企」
で
は
な
く
、.
又

「

效
f

 

s

的
に
評
償
す
る
こ
と
が
m

f

も
の
と
考 

へV
-̂
J

ゐ
な
5

0

ア
モ
ン
も
、
カ
ッ
セ
ル
の

r

か
，\

る
反
對
は
-

一
部
は
腿
报
效
佣
理
論
の
.

本
質
に
關
係
の
な
5
ビ

と

：で

か

り

、

又
こ

. 

の

理

諭.の
原
：則

に

對

し

.
て

向

け

ら

れ

だ

の

.

で
；
は

お

ŝ
-
1
5

ぼ

：れ

不

完

会

か

，

^
:
見

熊

：又

か

た

；あ

か

に

默

U

て
：の
み
向
か
ら
れ
た
，
の

で

 

或
は
全
く
^
;
^の
理
論
の
目
的
巧
容
を
誤
解
し
た
^

;

ど

に

墓

レ

：
て

ゐ

,
^
,
'。
と
|

^

ダ

ぐ

：
ゐ
：
る

〈

^

與)

。
；

ァ
ぁ
#

^

^

^
 

'

「

眼

振

效

用

理

i

ぼ
傅
衛
胁
大

：

い
さ
荷
等

1

係

が

なR

故

に

ハ

と

わ

こ
t

を
な
し
得
な
レ
ー
め
：セ

あ

り

」
(

i

 

示

ざ

れ

：ね

ぱ

な

.：
ら

ぬ

ぉ

：
云
ー
ー

-
^
^
^
:と
、
は
理
山
が
な
ー
い

」

：
；
の'で
あ.
る(

農

)

。

デ

ィ-

ル

ぁ

、

「

獨

値f
e

於

て

ほ

：數
學
的
一
に
ま
明
さ
れ
得
な 

い
抽
振
が
問
題
に
な
る
.
の

で

あ

る

：か

を

懷

値

は

敷

學

的

一

に

.
表

，示

き

れ

る

必

要

.
が

な

い

ふ
'

云
：
タ
て
：
ゐ

る

(

註

：
.此

幾

：
の

1

般
的
批
判 

は
確
に
！^
當
で
あ
る
。
效
用
れ
察
術
的
に
奏
ポ
る
こ
と
.

が

出

.

ぐ

と

も

マ

啦

界

效

用

理

.諭

は

成

立

ず

る

d

:

從
つ.

9
ギ
ッ
セ
ル
の
反 

對
は
誤
解
の
上
に
立
っ
て
ゐ
る
み
.
.

W
4
>
^

と
お
出
来
よ
：ぅ
0

#

し
_

こ
-

^

で
問
題
に
化
る
：の
は
，算
術
的
明
確
性
で
あ
る
。モ、效
用
概
念
が
算 

術
的
：脈
確i

i

を
缺
が
て
；も
限
界
效
用
論
は
成
立
す
る
が
、
.
そ
の
&

論
が
甚
だ
不
明
瞭
な
：^

の
で
あ
る
こ
と
は
"

爭
は
れ
☆

事
賞
で
あ
る
。 

算
術
的
明
確
性
を
攀
ぶ
腺
り
を
ギ
ッ
.

セ
ル
に
.
從

っ

；て

啦

あ

象

用

i

論

を

脉

棄

し

か

け

れ

ぱ

な

：
ら

お

？

^

^

断
的
に
不
正
確
な
る
愁
望
の
，.强
.
度
に
よ
る
よ
.
り
-
^
、
正
確
に
算
術
的
に
表
現
さ
れ
る
資
帶
の
評
慣
に
よ
る
方
が
、

一
層
明
確
で
あ
り
、
： 

便
利
で
も
あ
'
る
.0

-
ン 

. 
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m
o
n
n
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p
 

o
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s
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註
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V
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健
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肋
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.7 た ミ ケ て だ *̂ ，， ク 丄 : K：；'

し
い
o
'
.然
し
そ
れ
ほ
果
し
て
理
論
經
將
欺
の
傲
域
内
に
，置
か
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
。 

.

.

g

界
效
用
學
说
に
從
へ
.

ぱ
、
商
品
の
慎
格
は
そ
の
限
界
效
川
に
よ
っ
て
定
ま
り
、
服
界
效
用
は
又
商
品c

y
供
給
量
と
商
品
に
.
對
す
る
. 

愁
望
の
强
庇
に
，よ
っ
て
炎
定
さ
れ
る
0

然
し
服
界
效
用
學
説
が
！§
要
の
分
析
を
志
す
以
上
、-
需

，
要

の

分

析

を

單

に

こ

-を

の

み.に

此

め

る

： 

ぺ
き
や
ほ
な
い
。
商
品
の
供
給
S

と
懇
望
の
强
度
は
；史
に
分
析
タ
ね
ば
な
ら
ぬ

0

然
ら
ぱ
此
等
を
萌
極
ま
で
扼
じ

V」
行
ぱ
ヴ
そ 

こ
に
何
が
踐
る
で
あ
ら
う
か
。
商
品
の
供
給
量
を
ま
配
す
る
耍
因
は
、
生
産
'
'
^
.風
、
' 

趣
味
、.
流
行
"

.

國
家
の
政
策
等
無
.
數
で
あ
る
.
0

:
所
，
 

が
そ
の
生
産
費
用
は
何
に
よ
っ
て
決{li

{
‘せ
ら
れ
る
か
。

一

般
に
は
、
生
産
赏
用
を
溝
成
す
る
も
の
.は
生
産
手
役
の
慣
値
で
あ
る
と
さ
れ 

る
が
，
そ
の
生
産
手
膨
の
懷
値
を
说
定
す
る
も
の
ぱ
、
第
二
.
次虫

！
！

乎
段
'

の
價
値
で
あ
力
、
更
に
.
第1

1
!

失
V

:

嚴
四
#

^

雜
腿
に
續
す：

' 

錯
眉
最
後
に
.
は
、
生
産
に
よ
っ
て
も
生
産
さ
れ
な
レ
財
、例
へ
ぱ
土
地
や
努
働
の
如
き
財
に
達
す
る
0

.更
に
こ
れ
ら
の
分
析
を
進
め
て

行
：
. 

け
ば
、

H

ネ

ル

ギ

ー

と

か

電

子

に

廻

ら

，ね

ば

：な

ら

ぬ

。

趣

味

、

.
流
は
、
風
家
の
政
策
等
に
っ
い
て
も
、
撤
腐
的
'に
分
析
す
る
こ
と
は
不 

可
能
で
あ
る
。‘
次
に
愁
望
の
强
虔
の
分
新
は
如
何
な
る
給
莱
立
ち

}

^

る
か
。
こ
§
.

分
祈
は
結
局
神
秘
的
な
も
の
に
到
達
し
、
生
理
暴
、 

心
理
學
の
分
戦
に
於
け
る
研
究
の
目
的
と
な
る
で
あ
ら
う
0
 

t

の
や
う
に
老
へ
れ
ば
、
服
界
效
用
論
者
で
もI

而
耍
の
分
析
を
糖
極
ま
で 

巡
め
て
行
く
こ
と
は
出
來
な
レ
の
で
あ
っ
て
、
或
程
度
に
之
を
斷
念
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
然
ら
ぱ
之
を
何
#
に
於
て
謝
念
す
ぺ
含
で 

あ
る
か
。
換
言
す
れ
ば
、
何
處
ま
で
が
經
濟
學
の
分
野
で
あ
ら
う
か
。
貨
幣
經
濟
に
於
け
る
旧
格
现
狭
の
說
明
^̂
任
驗
と
す
る
理
論
經 

濟
舉
は
、
S

を
ぱ
惯
将
に
.

现
は
れ
る
f

に
器
す
れ
ば
よ
い
。
理
論
經
濟
學
に
於
て
は
、
價

營

需

婴
s

f

見
て
、
こ
れ
以 

上
靜
耍
を
分
析
す
る
必
要
は
な
レ
。
之
以
上
の
分
析
は
、
‘

理
論
經
濟
學
の
.

任
務
で
な
く
"

そ
の
領
城
外
に
思
す
，る
研
究
で
あ
る
。
霞
耍
.：，
 

の
分
析
ほ
絕
對
に
無
用
だ
と1 K

ふ
の
で
は
な
5

0

そ
れ
が
出
來
得
る
眼
り
、
及
び
そ
れ
が
慣
胳
現
象
の
理
解
に
，

役
！： i

っ
眼
レ
、.
望
ま
し
­

い 
。
然
し
そ
れ
は
最
平
理
諭
經
濟
學 
の
分
職
に
屬
す
る
も
の
で
は
な〜

何
等
か
補
助
科
學 
に
よ
っ
て 

研
究
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ヵ

ッ

セ

ル

’，
例

値

學

說

無

用

論
！
！

說 

. 

.

.

.
九
七

(

冗 

一
ニじ

^
c
v
d
r 

’ 

f 

t 

'
.
i
f
l 

i 

i 

[
J
J 

 ̂

V 

' 

» 

—

'
.

ガ
ツ
セ
、ル'偵
值
學
說
無
.用
論
槪

丸

六

(

五1

 

n

o

'
 

0 !
)

カ
タ
セ
ル
は
、
償
格
構
成
理
論
に
と
つ
て
需
要
の
分
析
は
不
必
要
で
あ
る
と
て
、
眼
界
效
用
理
論
を
無
用
視
ヤ
る

0
之
に
對
し 

て
は
ア
モ
ン
.の
反
驟
が
あ
る0
ア
モ
ン
が
償
絡
の
族
礎
に
横
は
る
需
要
の
性
質
を
知
る
必
耍
を
强
調
し
た
こ
と
は
述
ぺ
た
が
、
績
い

C 

彼

は

賢

效
.用
說
を
擁
護
し.て
.云
ふ
。「

限
探
欲
用
理
論
は8

函
數
ひ
形
態
に
つ
い
て
全
く
說
明
し
なs

o
然
し
を
：化
は
如
ぐ
こ
レ 

て

何

に

，よ
◊ 

こ
の
®

數
の
形
態
が
旧
約
さ
れ
る
か
を
說
明
す
る0
そ
れ
は
需
要
の
性
質
を
具
體.的
‘に
；
^
示

さ

c

ザ
、
然

y

そ
，
 

の
需
要
が
何
に
依
存
す
る
か
を
説
明
す
，る
原
ぐ
を
我
々
に
提
供
す
る
。

こ
の
こ
と
を
力
ッ
セ
ル
も
亦

*
說
明
せ
ね
ば
な
ら
な
：み
だ
ら
う 

(

能
.〕

？
一：.
1̂
!

^
0
性
嘴
が
あ
般
：
^

倾

：
に

依

齋

ま

何

に

制

約

：
さ

れ

る

か

と

ま

歌

情

-

即
ち
原
則
は
、
經
泡
學
說.に

：
と

つ

て

ら

.
、

旦

厘 

論
國
民
經
濟
學
に
と’つ
て
も
最
も
.重
耍
で
あ
る」

と(

能s
o
。

こ
の
や
う
に
ア
‘卞
ン
‘に
よ
れ
ば
‘

需
耍
の
性
貧
を
知i

i

輕
濟
學 

に
と
つ
て
映
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
、
服
效
用
理
諭
が
こ
の
譜
嬰
の
性
質
を
說
明
し
、
說
明
せ
ん
と
す
る

.の
e

あf
o
o
;

然
し
な
が
ら 

我
.々

は
、
言
の
分
祈
が
货
他
を
使
用
す
る
交
換
現
免
即
ち
慎
格
構
成
理
論
の
說
明
に
於
て

' 

絕
割
に
必
要
で
t

が
ど
う
か
を
力
：ッ 

セ
ル
と
共
に
疑
ふ
。
蓋
し

0
§

耍
が
懷
格
を
決
定
す
る
と
云
ふ
，よ
り
も
寧
ろ
需
要
は
價
将
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ

r
o。：

即
ち
財
- 

の
懷
格
が
決
定
さ
れ
ね
ば
、

 

そ
の
財
に
對
す
る
需
耍
は
決
定
さ
れ
な‘い
か
ら
で
あ
る
。
從
つ
て
慣
精
構
成s

f
に
於
て
は
> 
籍

.要
を
之
一 

以
上
分
析
す
る
必
要
は
な
い。

. 

■
■ 

■

然
し
.
な
力
ら
全
然
豁
要
の
分
析
を
必
要
と
し
な5

,
か
と
云
へ
ば
、

' 

そ
う
で
は
な
5

0

力

ッ

セ

ル

の

，言

ふ

如

く

、

W

格

：
辯

耍

及

ぼ
 

す
影
響
を
よ
く
理
解
す
る
爲
に
ほ
、
.

之
は
必
耍
で
あ
る
。
更
に
又
、
假
令
需
要
は
慎
精
に
よ
つ
て
ま
配
：さ
％

も
、
需
要
が
債
格
の
成 

立
：に
何
等
の
影
響
も
與
へ
ぬ
と
云
ふ
と
と
は
あ
b

得

な

い

か

ら

、
：
偵

格

構

成

現

象

を

！

曆

よ

く

理

解

す

る

爲

に

は

；，ギ

J

は
必
要
；で
あ
.
.る
。 

さ
限
り
に
於
て
服
#

效

用

說

は

、

ア
.を
ン
の
主
張
す
る
如
く
必
要
で
あ
る
。
然
し
さ
れ
ぱ
と
云
つ
て
ぜ
の
：需
要
’

の
分
析
め
，要

が
^
^
 ̂

:

i

輕
满
學
.の
分
跟
に
馬
す
る
と
は
斷
言
す
き
i

,

は
i

な
い
0

.

藉

要

の

分

析

は

償

格

現

象

を

，
一

'

一
斬
よ，^
理

解

せU

め

を

眼

り

望

ま
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(

三)
力
ッ
セ
ル
は
服
探
效
用
は
必
し
^
僧
格
に
等
し
く
な
い
と1

K

ふ
。
こ
の
こ
..と
は
小
分
量
に
分
割
す
る
こ
と
の
出
來
ぬ
財
、
及 

ぴ

I

般
需
耍
の
對
象
と
な
ら
な
い
財
に
つ
い
て
は
事
賞
で
あ
る
。
然
し
限
界
效
川
'論
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
財
が
各
種
分
强
に
分
割
出
來
ハ 

B

 !

般
'に
需
要
せ
ら
れ
る
こ
と
を
假
觉
し
て
.ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
力
.ッ
ゼ
ル
の
非
難
が
愛
當
す
る
か
否
か
は
躲
問
で
あ
る
。
何
れ
に
し 

て

も

こ

，の

點

は

、

さ
程

©
:

要
な
間
題
で
は
な
か
。 

• 

/

 

•

(

四)

然
し
な
が
ら
力
ッ
セ
ル
に
よ
ウ
て
股
も
鋭
く
非
難
ざ
れ
、
1
!
:
?
他
の
學
^
<
;に
よ
ウ
て
も
等
し
く
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
献
點
ぱ
、
限

'
 

界
效
ル
が
價
将
の
基
礎
と
な
ら
な
い
こ
と
、即
ち
慣
格
を
知
る
前
，に
限
界
效
巧
を
知
る
こ
.と
が
出
來
な5

'

と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
タ
事
實
，
 

服
：

i
:

效
取
叉
：

i

歉

婴

ま

，ぎ跋
ふ
出
臺
：

み
债
格
が
定
ま
づ
☆
後

 

朝

：̂
て

暇

界

效

用

文

要

：が

史

あ

ざ

眼
界
效
用
說
は
、
財
の
傻
榻
は
腿
界
效
用
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
と
一
：

<

ふ
の
で
あ
っ
て
、
明
ら
.か
に
旧
跟
を
願
倒
じ
ボ
ね
る
。
栽
し 

こ
の
説
が
、
.
眼
探
欽
川
ほ
慣
将
の
高
さ
に
よ
つ
て
も
骸
響
を
受
け
る
こ
と
を
認
め
る
な
ら
ぱ
、
之
又
循
環
諭
法
を
犯
し
て
ゐ
る
と
と
-
 ̂

な
る
。
故
、に
力
ヴ
セ
ル
に
よ
つ
て
强
調
せ
ら
れ
た
こ
の
映
軸
は
、
限
#
效
用
理
論
の
股
も
填
大
な
：る
缺
陷
で
あ
ら
ぅ
◊
マ‘

.
"

以
k
贴
界
效
i

に
っ
い
て
述
べ
た
こ
と
.か
ら
綜
括
ず
る
に
、
こ
の
說
は
最
後
に
舉
げ
た
锻
四
の
跳
陷
ど
衛5

て
は
、
理
論
と
.しV

 

致
命
的
な
缺
旧
を
有
し
な
い
0
而
の
み
な
ら
す
、
こ
の
理
諭
は
經
濟
學
の
分
野
'に
强
力
な
.る

地

位

を

レ：：

め

、

目
：經

濟

學

の

：進

ま

に

多

大 

ー
の
贯
献
を
與
へ
て
來
た
の
で
あ
る
か
ら
.
軍
に
こ
れ
だ
け
の
批
刺
で
こ
の
理
論
を
否
定
し
、
M
用
視
ず
る
は
轉
卒
ザ
あ
る
。
然
し 

こ

の

理

論

が

！
^
術

的

明

確

性

を

缺

ぎ

、

直

慎

格

S

倫
の
蓝
礎
と
な
り
得
な
い
こ
と
だ&

ほ

認

め

ホ

ぐ

て

は

な

：か
#

。
へ
こ
れ
一
こ
と

.は
、
'こ 

の
理
論
を
無
用
な
り
と
す
る
の
で
は
な
レ
。
.こ
の
理|

1

が
需
耍
の
分
析
に
役
立
ち
且
慎
格
の
說
明
に
何
等
か
役
立
つ
：服
ね
> 

有
用
で
あ

る
。
.

然I
'
s
g

要
の
筋
極
の
分
析t

§

理
論
經
濟
事
以
外
の
糾
究
對
免
で
あ
っ
て
、
假
金
之
が
训
論
經
济
學
に
必
要
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
 

之
は

I

つ
の
補
助
乎
段
に
過
ぎ
な
レ
の
で
あ
る
。 

- 

^
:
:

五̂
，
股
後
に
カ
ッ
セ
ル
は
、
慣
は
慣
枯
に
よ
て
、
從
っ
て
贷
將
に
よ
っ
て
測
定
し
得
ら
れ
る
か
ら
、

g
：

別
な
る
僧
値
論
は
無 

‘

用
だ
と
云
ふ
0 

の
關
货
1
=
^於
て
風
、：.：理
論
：經
：涨
黨
&

1

象
^

赏
路
經
、濟
、
即
ち
あ
換
經
愈
に
©

5

た
こ̂
^
 

誤
り
で
は
な
い
こ
と
を
論
能
し
た
现
在
に
於
て
は
、
こ
の
飛
後
のr

ル
侧
も
亦
：ル
常
な
り
と
云
ね

.
ぱ

な

ら

ぬ

。

計

な

尺

，庇

た

る

.
货

僻0

 

银
す
る
所
、
一
社
に
於
け
る
財
の
價
値
は
必
す
そ
の
货
將
に
よ
っ
て
侧
お
せ
ら
れ

*

こ
-<

に
惯
挤
が
成
立
す
る
。

一
;
M仏

：：

に
於
け
る 

財
ぬ
慎
#

は
慎
格
.
だ
：̂
■

の.

蘇

れ

の

ま

.
あ
る
。
#

ク
：
腹
格
構
成

i

わ

み

が

問

題

ぜ

：
わ

っ

て

>

#

別

な

る

償

値

t
i
r

こ
の 

;

限ル
！
！

於

て

ポ

あ

る

を

t

 

M

g

小

；
m

债1

ゴ

服

出®

檢
の
.問
題
に
歸
着
す
る
。

1

物
が
社
停
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
の
惯
値
が
あ
る
か
と114̂

へ
ば
、
.そ
れ
は
そ
の
似
，；？
に
巧
れ
た
ぐ
.け
め
慣
値 

が
あ
る
と
！：ル
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
の
で
.あ
る
0」

(

註
0

マ
慣
格
炎
お
の
理
論
を
離
れ
て
別
に
僧
値
決
定
の
理
論
が
.あ
る
の
：で
は
な
い」

，
 

..と 
S

S

O
 

’ 

.

.

註
泥
：.

：.

ボ

齋

服

4

{

プS
S

Y

か
タ
リ
ん
ー
あ
衝

-

M

ポ

レ

ー

ソ

ン

 

ペ
ペ
.，パ，.
，

.

，パ 

四

 

:
:

r

ハ

.

.
；

r
,

以
‘上
五
項
目
に
っ
い
て
カ
ッ
セ
の
ル
愤
飢
默
說
無
川
論
を
批
刺
し
た
。
之
に
よ
っ
て
我
々
は
力
ヴ
セ
，ル
の
主
張
が
確
旧
た
を
极
擴
に 

基
て
ぬ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
然
し
こ
-
に̂
一
言
注
意
し
て
僵
か
ね
、ほ
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
0

即

ち

®

値

論

が

無

用

な
り

と
云
ふ
の
は
、

そ
れ
が
I

s

f

i

s
為

な

ぶ

ら

ざ

な

く

し

て

、.
V

れ
ぺ
l

s

s

^

\域
外
§

す
る
t

なQ

で
あ
る
。
償 

循

論

は

慎

赖

論

程

の

：重
：嬰

性

を

持

お

な

い

0
、'燃

，̂:經

，M

象
の
B
W
.
W、
成

ほ

傅

攀

破

の

適

解

に

何

等

！

^
立

お

ね

と

ふ

ご

、ど

ぱ

出

. 

.

.
-

-
V 

:

.

.

V
 

-

,:

ン
，

一

 

- 

'
'ベ
！
^
、

f

冗
V
 

:



a

iji'f
I
：

fI：
itI：

11

，う
か
。
こ
の
問
題
を
解
化
し
な
け
れ
ば
、
我
々
は
未
だ
カ
ッ
セ
ル
の
無
用
論
を
正
當
づ
け
る
こと
は出
來

な
い
。

ネ

ッf:ル
； ®

ま

ぱ.：：「

價

⑩

諭

；
沒

緋

し

H

酒
論
經
拥
厲
直
後
溜
格
構
成
論
の
：上M

樹
：立
すj

<
?
:

こ
！と
は
、
必
然
的
に
貨
常
理
論
り
能
た 

な
說
溯
^

^

ま
ま
と
す
1

<

?

®ま
ま
^

に
於
て
は
、
货
部
ボ
よ
；

5
； i
i
s

算
.
が
■

定
ー
ほ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

」

とI
K

ひ
，
へ

濃
0

-

慣
値
學
說
無
用
諭
に
. 

於
け
る
货
僻
理
論
の
重
要
性
を
認
め
て
ゐ
る
？
然
し
な
が
ら
彼
は
そ
め
計
腐
虔
と
し
て
の
货
辦
が
如
何
に
じ
て
決
定
せ
ら
れ
る
か
の 

.
:
£
£

題

を

特

殊

な

货

粮

論

の

研

究

に

移

譲

し

、
，
便
.格

論

に

於

て

は

、
凡

て

の

評

ぐ

•の

驻

繊

と

な

る
I 

0
:

め
.

®

尺
度
を
假
定
し
、「
貨
幣
に 

よ
る
評
算
を
全
く1

额

の

記

帳

と

者

へ

、
，
從

ウ

て

货

都

を

以

て

す

る

支

拂

だ

帳

.
簿

上

の

附

け

替

へ

」

：
と
：考

へ

れ

ぱ

足

り

.
る

と

爲

す

の

で 

あ
る
§

〕

o

こ
の
や
う
な
彼
の
態
度
は
次
の
言
架
に
於
：て
微
も
明
瞭
に
現
は
れ
て
ゐ
る
0

即
ち
.r

i

般
經
齋
理
論
の
最
初
の
說
明
に 

於
て
は
、
.

我
A

は
単
に
確
不
變
な
る
も
の
と
し
て
の
贷
僻
單
.
位
を
必
要
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
若
し
我
々
が
そ
れ
を
な
せ
ぱ
、
償 

格
理
論
を
構
成
す
る
£

.

と
が
山
來
、
こ
-

の
债
将
理
論
に
よ
-
つ
.
て
凡
ゆ
を
財
の
慣
5

|

は
均
衡
狀
瞧
に
於
て
決
.
究
せ
ら
化
る
こ
と
を
知
り
|
^
. 

る
。
然
し
そ
れ
等
の
慣
格
は
、.
未
だ
そ
れ
自
體
炎
定
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
一
つ
.
の
単
位
に
於
て
；^

定
せ
ち
れ
る
の
で
あ
る
^
^
^

値

は一

般
理
論
に
於
す
は
、W

'

に
相
對
的
に
，；̂
定
.さ
れ
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
財
の
膨
格
は
未
決
定
な
る
媒P

定
る
S
 

因
を
除
外
し
て
決
定
せ
ら
れ
，て
ゐ
る
，こ
.と
を
意
ゆ
す
る
。
こ
の
程
度
の
不
快
定
烛
は
、

一

つ
の
慎
精
を
絕
對
’的
に
固
定
す
る
こ
と
に
よ 

つ
て
.取
除
か
れ
得
る
0
こ
6

こ
と
が
な
さ
れ
得
る
や
否
や
、
凡
て
，の
償
格
は
そ
れ
等
の
絕
對
的
水
準
に
定
：め

れ

る

。
價
格
の
こ
0
P
. 

對
的
厳
定
が
ま
何
に
し
て
可
能
な
.
^
<
?
か
は
货
將
.理
論
の
將
殊
任
称
で
あ
り
、
從
つ
て
.一

般
經
濟
風
論
め
說
明
に
當
ウ
て
は
默
過
す
ベ
き 

問
題
で
あ
る」

と(

能
が)

。

こ
.の
や
う
に
彼
は
貨
m
债
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理
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锻
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董
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な
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あ
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を
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貨
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右
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と
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。
然
し
如
何
に
.

之
が
有
用
で
あ
っ
て
も
、
慣
値
に
關
す
る
研
究
は
理
論
雜
濟
學
の
分
野
に
風
すK

ュ
も
の
で
な
く
、
何
等
か
前
助
科 

擧
又
は
隣
接
科
學
に
よ
っ
て
お
さ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
價
値
諭
ホ
理
論
經
濟3̂

又
.は
價
格
論
に
と
つ
て
充
分
な
る
基
礎
と
な
り
得
な 

'

い
け
れ
ど
も
、
絡
動
に
無
用
で
は
な
い
。
そ
れ
は
補
助
科
學
と
し
て
缺
く
可
か
ら
ざ
を
も
の
で
あ
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。

こ
の
や
う
な
意
味
に
於
け
る
慣
値
學
說
無
用

i
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に
は
赞
成
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
然
し
力
ッ
セ
ル
の
主
張
を
全
く
肯
定
す
る
に
は
、
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吟§

す
べ
き
ニ
點
が
あ
る
。
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齋
し
後
述
す
る
や
う
に
、
ヵ
ッ
セ
ル
の
偵
値
學
說
無
用
'
諭
は
、
货
脾
僧
値
炎
定
論
が
與
へ
ら
れ
た
も
の
と
の
假-

S

に
於
て
成
立
す
る 

‘

が
故
に
、
ぞ
の
货
常
理
論
が
充
分
背
定
す
^

?

に
足
り
な
け
れ
ぱ
、#

:

用

論

は

又

そ
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れ
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潮
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ガ
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；
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す
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っ
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っ
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れ
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す
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。
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れ
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の
で
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る
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ル
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傾
向
に
立
ウ
.シ
ユ
ン
ぺ
ー.,タ
ー
の
如
き
も
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货
僻
§̂
諭
け
純
粹
經
濟
|
ぃ̂
體
系f

殺
の
不
可
贼
稱
ぱ
0
紫
で
：あ
：
' 
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と
云
ひ
、

の
頂
を
强
調
し
て
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る

(
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ぺ
？
タ
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理
論
輕
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の
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:買)
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然
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：

の
：： 

們
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ゴ
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加
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ゴ
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ト
ル
は
前
述
し
た
如
く
、
债
⑩
諭
の
代
り
.に
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ®

ン
の
则
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
.る
が
、
こ
の
經
濟
的
デ
ィ
タ
シ
ジ 

一
广
；
マ
ぱ
：
ョ

：；'

ン：：®

幣

ホ

め

嚴
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/そ

の
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濟
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；
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，劣
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濟

§
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シ
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ぉ
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t5v ::

肯
豁
が
そ
の
®
有
な
る
#
慎
を
以
て
特
蛛
：の
；数
を
打
建
る
服
力
"に

资

み
、：
貨
路
と
.太
質
；
 

に
結
合
し
て
を
り
し

：
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D
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n
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Ss, 

82-3‘〕
か

、
る
職
能
を
有
す
る
貨
赂
は
.「

計
黨
货
|
し̂0
2民
ね
&
;
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で
あ
つ
て
、
こ
の「

評
霖
貨
傲」

に
よ
つ
て
，
©
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ョ

.ン
は
そ
の
、
嬰
と
す
る
ポ
位
と
お
秘
を
讽
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
：「；r=

算
，
 

.
贷
僻
と
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ®

ン
は
极
木
に
於
て
扣
冗
に
制
約
さ
れ
、
計
お
貨
僻
無
ズ
し
.て
經
濟
的
デ
ィ
メ

.ン
ジ
ョ
ン
は
あ
り
得
ず
、I

方
經

,

濟
め
デ
ィ
メ X

ジ
ダ
の
爽
现
に
役
立
た
ず
し
て

i

覚

勝

敦

載

；は
存
し
な
い
の
で
あ
る
し
み
レ
.
P S. 

S3,:}。
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こ
の
や
5
に
ゴ
义
ト
ル
；に 

.

あ
つ
て
は
货
.僻
ど
，經
濟
®

て
M
,メ >v

ジ
さ
ン
は
-密
接
か
る
.關
係
ほ
あ
を
の
で
あ
る
が
、
此
の
，M
値
の
瑕
抵
ど
な
，る
の
は
貨
僻
で
は
な
く
し
て
、 

依
然
'
,

AJ

し
て
經
濟
的
デ
ィ
メ
ン
ジ
ヨ
ン
で
あ
る

0
.從
ウ
て
ゴ
グ

.
ル̂
は
乏
れ
以
上
他
ん
で
货
歉
僵
値
論
を
諭
！̂
.
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か
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^
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な
-る
货
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便
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凡
ゆ
る
隣
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於
て
、
«
桃
と
.他
路
が
*
湖
的
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即
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の
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U
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葉
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れ
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さ
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あ
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概
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す
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概
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れ
ば
力

ッ
セ
ル
に
よ
っ
て
厘
々
用
ひ
ら
れ
る
，r

s」
(
s
c
s
t
z
l
)

と
云
ふ
概
金
は
、
主 

觀
债

1
 

や說
が「

腹
値
評
®
しO

V
I
C

が
ぶTllfg)

と
呼
ぶ
も
の
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
藩
：}。

フ
ォ
イ
ヒ
ト(

V
o
i
g
t
)

も
、
力
.
 

ッ
セ
ル
自
％「
然
望
の
重
要
性
し
或
は「

熟
望
充
足
手
段
の
重
要
姓
し
、
更

に「

使
ル
慣
値」

に
っ
い
て
語
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
云
ふ 

(

I

レ

殺

に

チ

イ

ー

ル

0
^

肋〕

瓦
び
バ
ッ
‘ク

も

，
カ
ッ
，セ
ル
は
♦
に
價

値

と

云

-
ふ

言

葉

を

避

け

る

と
と
は
出
來
た
が
、
彼
の

. 

學
說
は
め
抵
に
於
て
便
侦
か
ら
翁
條
现
論
を
？！：‘展
せ
し
め
よ
ぅ
と
す
る
試
み
と
同
じ
思
お
方
法
に
從
つ
て
ゐ
る
と
云
ふ
給
論
に
達
し 

た
。
力
ー
ル
•
シ
ュ
ル
ツH

は
、
カ
ッ
セ
ル
は
悄g

學
說
の
一
定
の
根
本
概
念
を
ほ
廻
す
る
と
と
は
出
來
な
レ
、
例
へ
ぱ
彼
は
厘
々
主
誤

-
的

評

ま

：

i

ま

、
：*

■

ま

廣

銀

■

泡
！
常̂
例
か
ら
め
處
の
.評
慎
れ
^
^
^

性
の
槪
念
を
使
用
し
、
又

慕

の

'評
慣
.に
っS

て
述
べ
で
ゐ
る
と 
一：S

、「

カ
ッ
セ
ル
が
事
實
上
そ
の
主
觀
的
耍

S

を
排
除
す
る
こ
と
が 

S

來
な
レ
と
云
ふ
こ
と
が
S

さ
れ
ね
ば
.な
ら
な
.

S
j

と
結
論
す
る(

雙

)

。

'

か
く
の
如
く
力

.
セ
‘ル
に
對
す
る
非
難
は
多
.い
の
で
あ
る
が
.、
此
等
の
.非
f

正
し5

か
否
か
は
、
t

$

で
な
け
れ
ば
、
決
定
す
ス
こ
と
は33；

來
な
ぃ
タ
彼
が
事
實
、
慣
侦
論
の
助i

を

借

り

す

し

て

輕

濟

：理
論
：を

説

明

得

た

か

、

或
：は 

そ
の
：說
明
.が
充
分
や
あ
t

か

ぽ

i

の
E

本
i

、
；圭
S

得
る
こ
と
で
あ
る
.
0故
^
本
論
で
.は
此
等
の
非
難
に
對
す
る
.贊

成

も

ぼ

級

も

保

ぜ

し

な

け

％
ぱ
な
ら
一
ぬ
.。
，

，
從
っ'P:.:

ま

値

學

說

無

用

論

成

立

：の

襄

礎

を

な

卞

貨

幣

徽

値

決

の
檢
討
は
、
と
、
で
は
諸
み
す
，
単
に
價
値
學
說
無
用
論
そ
の
も
の
を
批
刺
し
た
に
留
め
る
。

.

餘

加
.
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D
I
r
a
. 

a. 

o. 

s. 225. 

‘

....
註
能
.
-
.
,
‘

Backv..a1 

a
.
:
‘
.
o
’
s
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.51.

.

.

.

.

.
‘ 

... 

■

f
eぞ

-ド

-
'

wĉ
iultze,.

一

3.'a.: 

o
,
.
'
s
v
.

2
2
.
‘
- 

.

.

.

.

四

給

論

.

'

十：！

典
廣
派
以
ポ
、
多
ぐ
の
學
者
に
ょ
つ
て
慎
値
の
本
質
を
把
握
し
、
慎
値
概
念
を
定
義
せ
ん
と
す
る
試
み
が
爲
さ
れ
た
。
然
し
慣
値 

諭
は
ま
だ
に
解
決
を
見
す
、
幾
多
の
論
爭
に
爆
さ
れ
て
ゐ
る
。
か
く
の
如
き
事
情
は
經
液
研
究
者
を
二
つ
の
方
向
に
走
ら
せ
た
。

1

は 

慣
値
；

i
i

を
解
決
せ
ん
と
す
る
努
力
で
あ
り
、
他
ぱ
慣
値
諭
を
無
用
と
す
る
努
力
で
あ
る
。
慎
値
論
無
用
を
主
張
し
た
者
は
多
々
あ
る
の 

で

あ

る
.が
*

巾
で
も
ゴ
ッ
ト

ル
、
リ
ー
フ

マ
ン
、
シ
ュ
ン
べ

ー
夕
1

、
カ
ッ
セ
ル
、デ
ィ

ー
ツ
、
エ

ル

は

特

に

薪

名

で

あ
る
。

'然
し
な
が
ら

....力
：'

ッ
.セ
，.ル
.個
：
學
說
：無
用
論
槪
說 

.一

,
O
.
M 

(

-五
..ニ ！

)

f

g

l

p

s

l

v
 

- i
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.
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• 

• 
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• 

• 

• 

... 

.

.

. 

, 

.

.

.

.

.
 

.

.

.

. 

• 

• 

-
, 

. 

.

.

. 

•
•

，
か

こ

と

：
を

®

り
f

。

勿

論t

i

l

l

に

經i

と

は

：
m

来

な5

ホ

か

ど

：も

、

償

値

學

說

無

用

S

そ
の
も
の
は
ノ
大
る
魅
ま
以
て
我
々
を
警
付
サ

^

，然
し
魔
値
論
が
如
何
.

^

る
意
味
に
於
て
も
、
i

經
5

或
は
债
1

に

役

立

あ

得

な

：い

.

の

で

は̂̂

が
I

を
中

,

凌

れ

ま

す
l

i

i

f

の
I

を！

て生？
られる

吸
り
、
S

の
-i

f

 
I

び
プ 

I

t

普

に

ょ

タて
：取

祭

れ

た

：部

分

は

、

懷

條

の

i

s

,

然

無

用

だ
'

と
一
パ
ふ
こ
と
は

m

來

な

い"

此

等

は'
1

論
|

分

な

：る

： 

1

^

;

^

:

^

.

|を

|

.

|

|

か
|

|

與
へ
得
.

る
と
觅
な
け
れ
ぱ
|

。
こ
の
軸
に
關
し
て
は
、
パ
、ッI

f

は
i

ま
れ
を
が
1

。
ま

I

I

 :「

f

宫

谓

i

l

i

s

l

l

f

養

尚
は
.

こ
ラ
で
あ
る
。

1
-
1
=
:̂

於
て
價
格
ゾ
交
換
、.

I

現

を

說

ま

、
慣
値
學
1

く

‘

し
て
は
不
冗
^

で
あ
る
が
、
屋
個
孤
ま
®

.

.

が
，全
く
：

的
な
問
S

關
係
ず
る
服
り
、
纖
論
經
S

に
：於
て
何
等
の
啤
位
を
持
た
な
い
。
：
：
數
學
は
物
ま
力
あ
除
去
：さ
す 

得

か

ま

,P

時
ら
I

t

l

i

D

.

て
物
®

I

'

.二I

は
な
い
と
丁
I

じ
く
、

.
做
す
.：こ
ぁ
揉
i

s

來

な

一

：.
®

1

0

は
：i

i

*

經
濟
學
に
と
つ
て4

要
と
す
る
债
値
論
と
せ
事
實
研
究
’に
蘭
す
る
部
分
で
あ
り
、
必
要
.と
せ
ざ
る
價
値
論
と
は
事
實
の
ぜ
究
益
力
，：
 

M

ま

で

ぁ

る

I

ぺ
然
し
.な
が
ら
f

l

i
か
な
い
S

I

あ
っ
て
も
、
.

1
經
濟
i

そ
の
助
け
を
借
り
す
震
？
 

.
す
；.於g

は
な
-せ
わ
で
あ
っ
て
、
彼
は「

•經S

理
論
は
' 
實
際
料
學
が
本
質
科
學
に
驟
し
て
お
る
や
ぅ
.に
、
.惯
値
研
究
-

i
聯
す
る
を 

.
と
が
に
又
關
聯
サ
ね
ば
な
ら
ぬ
.

」

.み
云
.ふ(

.許
s〕

o

事
賞
研
究
に
.關
す
る
部
分
は
一K

ふ
ま
で
も
な
く
、「

理
論
經
濟
舉
の
内
に
於
ダ
'
. 

常
然
纖
展
さ
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
；

」

ル
で
あ
る(

註
4)

0 

，

.、

一
 

• 

,

-

力
.
ツ

セ

ル

偕

値

霖

無

用

論

概
說 

.

.

，
.
、

5

七

(

£

s

.

:
,
.
i
i 

1

‘
>

;

1

ト
ー
.

…

-
s
.
-
-
_ 

- 

g
-
-
.
_
-
l
.
-
l
-
1
-

一-
-
f
:
-

-r1-i 
ニ
-
-
:
,
.
-
_
r 

: 

j
r
-
v
r

 
ニ

^

.

1

M 

I 

 ̂i
* 
i
 

w
. 

\
 

ぅ

ゴ

)

, 

 ̂

 ̂

i 

l

r
 

3
 

1 

V
 

j
-
. 

r
v 

s
p
r
i

 ̂

1

^

*

*

^
 

t 

. 

J

-
1

 ̂

f 

3 

-

,
.
\
j
s

か
一
.

一-
ま

r
m
)
/

.

似
等
'は
P i

板
-據に

-;5j

つ
て
债
値
諭
を
桃\1̂

し
た
の
で
は
な5̂

 

0
ゴ
，
，ッ
ト
ル
は
經
濟
的
"チ
ィ
メ
ン
.ジ
：3
ン

の

理

論

で

以

て

、

足
.
來 

I

に
代
へ
，：
、
.リT

:

フ
マ
ン
は

ま

概
念
を
以
て
、
慣
飢
概
念
.
に
代
'

へ
た
。
從
っ
て
こ
の
雨
者
は
、
假
☆
從
败
の
-偵§

論
を
無
川
と
は 

し
た
が
、
偵
s

’そ

の

も

の

を

無

用

と

し

た

と

と

：

^
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
シ.1

ン
ぺ，

夕
.-

は
、
償
格
を
そ
れ
以
ト
：分
析
す
る
'か 

要

が

無

い

こ

と

を

ホ

：
張

す

る

g
^

、
，

無
用
,
^

I

者
の
一
人
で
あ
ろ
が
、
彼
に
あ
っ
て
は
未
だ
充
分
な
る
某
礎
に
於
て
價
値
論
が
，#
斥
さ
L 

た
S

S
な
い
。
カ
ッ
セ
ル
に
至
？

初
め
て
完
全
な
る

i

の
も
と
に
、
i

l

i

s

iの
分
.野
か
ら
排
除
せ
ら
れ
、
代
っ 

て
價
格
論
が
經
濟
现
象
說
明

；の

第

一線
にV

立
っ
と
と
.

^

な
つ
た
。
デ
ィ
ツ
エ
ル
は
力
ッ
セ
ル

S

主

張

に-全
.く

赞

ぉ

し

、-
J

ッ
じ
レ
I
h
v
-
. 

も
脱
ギ
い
，
^
訓̂
‘で

徹

底

的に
無

ル

を

絶

叫

し

た

。

こ

の

や
ぅ
に
®

値

論

を

緋

斥

せ

ん

と

す

る
多
く
の

、冗

張

の

ホ

で

、
カ
ッ
；

J

レ
、

デ
ィ
ー 

ツ
ょ
ル
，
‘の

說

，が

眞

の

意

味

の

、
無

川

i
l

で
あ
り
、
兩
者
の
中
で
も
特
に
カ
ッ
セ
ル
が
代
表
的
で
あ
る
？

.

.

.力
；ツ
，セ
ル
は
古
源
以
來
の
報
な
慣
が
無
鶴
な
努
ガ
ホ
あ
っ
て
、と
の
爲
に
經
濟
學
が
如
何
に
：複
雜
化
さ
れ
、

雜
化
ざ
‘ 

れ
た
か
を
悟
っ
た1

人

で

、
，
彼

は

先

づ

筋

.

一

に
此
等
の
懷
態
f

拂
除
す
る
こ
、と
.が

器

學
i

を
S

に
し
、.
網
®

.
の
i

化
と 

な
る
で
あ
ら
ぅ
と
と
を
i

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
主
張
の
板
據
と
し
て
，
彼
は
理
論t

濟
離
の
I

I

I
熊
に
於
け
る
交
I

 

?

あ
^
c
£と
を
示
し
、
か
、
る
交
換
經
濟
に
於
て
は
財
の
m
値
は
、
計
算
尺
庶
た
る
貨
僻
に
ょ
っ
て
、
卯
ち
低
®

 tr
y

て
J

せ 

ら
れ
る
富
に
‘、
特
別
な
s

f

lは
不
用
で
あ
っ
て
、
價
格
i

の
み
が
i

i

る
こ
と
を
論
説
し
た
の
で
あ
る
。

力
ッ
，セ
ル
の
ま
に
對
し
て
は
幾
多e

批
判
が
投
ぜ
ら
れ
た
が
，
そ
の
贊
成
者
は
比
較
的
少
數
で
、'
反
對
索
が
聰
倒
的
多
數
を
.

H：

め 

た

。
.
反

對

廣

社

、

▲

撒
論
は
經
稿
現
象
？^
:

び
；̂

将

論

め

靡

明

に

鶴

對

的

に

必

要

で

あ

る

み

ぱ

し

、
祐

舉

の

®

値

論

を

擁

護

を

ん

と

試

み

 

I

’ま
き
然
し
力
ッ
セ
ル
の

I

充
分
檢

I
s

す

れ

ば

、
：
；
彼

の

，說

：が

S

蔣

非f

る

べ

；き

で
.
は

な
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